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市報市報

さかいみなとさかいみなと

９月１日（金）からベニズワイガニ漁がはじまり
ました。
　境漁港はベニズワイガニの水揚げ日本一であり、
全国の水揚げ量の半数を超える水揚げがあります。
　かにかご漁船は８月31日（木）の出漁式の後、次々
と出港。９月６日（水）には今漁期の初水揚げがあり、
市場にはたくさんのカニが並びました。
　今期も船が安全に操業し、美味しいカニがたくさ
ん水揚げされることを願っています。
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☆ 保育園・認定こども園 ☆
▼対　象

　市内にお住まいで、保護者が仕事、病気、出産、看護などのため、家庭での保育ができない子ども

▼申請書配布
申請書は、10月２日（月）から次の場所で配布するほか、市ホームページからもダウンロードできます。
　◇配布場所：子育て支援課（保健相談センター）、各保育園、認定こども園、支援センター（きらきら・ひまわり）

▼申請期間

　１次募集　１０月１０日（火）～１１月１７日（金）
　※現在、通園している園児も同様に申請が必要です。　　※先着順ではありません。
　※期限を過ぎた場合は、２次募集（１１月２０日（月）～来年１月３１日（水））に申請してください。

▼募集内容

　　※１　令和６年４月１日時点の年齢です。　　　※２　開園時間は、延長保育を含めたものです。
　　※３　美哉幼稚園の定員・募集する園児の年齢は、保育園分（２号・３号）のみを記載しています。
　　※４　みなと保育園は、令和６年度も引き続き休園となります。

▼申請・問い合わせ先
　◇子育て支援課児童係　☎４７－１０４６　　　◇各保育園、認定こども園
　※電子申請サービスを利用しての申請も可能です。詳細は市ホームページをご覧ください。

☆ 幼稚園 ☆

▼対　象 ２～５歳児(平成３０年４月２日～令和４年４月１日生まれ)

▼募集内容

▼受付期間　１１月１日（水）～　（定員に達し次第終了）

▼園説明会
　◇聖心幼稚園　 　　　　　　１０月２１日（土）午前１０時～
　◇認定こども園 美哉幼稚園　１０月２１日（土）午前１０時～

▼申請・問い合わせ先（希望する幼稚園）
　◇聖心幼稚園　☎４２－２０４０
　◇認定こども園 美哉幼稚園　☎４２－２８３９

来年４月入園の園児を募集します来年４月入園の園児を募集します

名　称 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児
聖心幼稚園 15 ７ 若干名 若干名
美哉幼稚園
（認定こども園） 若干名 10 若干名

名　称 問い合わせ先 定員
[ 人 ]

受け入れ
年齢

募集する園児
の年齢 ※１

開園時間
※２

わたり保育園 45-0656 120
１歳児～ １歳児～５歳児 7:30～ 19:00あがりみち保育園 42-3553 110

なかはま保育園 45-0208 105
栴檀保育園 44-6541 120

生後
８週後～ ０歳児～５歳児

7:15～ 19:00
つばさ保育園 45-0854 90

7:30 ～ 19:00あまりこ保育園 44-1393 140
育成保育園 44-1958 85
外江保育園 42-3230 85

夕日ヶ丘保育園 45-4433 70 7:00 ～ 19:00
（土）7:30 ～ 18:00

美哉幼稚園 ※３
（認定こども園） 42-2839 94 満 1歳～ 満１歳～５歳児 7:30～ 18:30

夕日ヶ丘ひまわり保育園 36-8707 19 生後
８週後～ ０歳児～２歳児 7:30～ 19:00

サンライズキッズ保育園 050-5807-2240 19 生後
４カ月後～

☆ 企業主導型保育園 ☆

▼対　象　生後６０日～５歳児

▼募集内容

▼受付期間　９月１日（金）～

▼問い合わせ先
　◇境ひまわり保育園　☎３０－４８２３

名　称 0歳児 1歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児
境ひまわり
保育園

10 若干名 若干名 若干名 若干名 若干名
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取扱店舗を募集しています！
　引き続き、「第３弾　さかいみなと応援券」の取扱店舗を募集しています。　
　募集要項・申請書類など、詳しくは市ホームページ（QRコード参照）を
　ご覧いただくか、水産商工課（☎４７ー１０５６）までお問い合わせください。

　燃油をはじめとしたエネルギーや原材料などの価格高騰、それに伴う商品価格の値上げが続いていま
す。そこで市では、大きな影響が及んでいる地域経済や市民生活を支援するため、国の交付金を活用し、
市内取扱店舗で利用できる「第３弾　地元で買おう！食べよう！さかいみなと応援券」を９月中旬頃に
かけて各世帯に送付しました。利用期限までに地元のお店で広くご利用ください。

▼送付対象者
　７月２０日現在で、境港市内に住民登録がある人

▼送付冊数　送付対象者１人につき１冊（５０００円分）
　（世帯主あてに、世帯員分をまとめて送付しています。）

▼利用できる店舗
　随時更新しており、応援券裏面に記載のQRコード（右記と同じもの）
を読み込んで確認できます。

▼利用期限
　来年１月３１日（水）

▼問い合わせ先　
　水産商工課　商工振興係　☎４７ー１０５６

「第３弾　地元で買おう！食べよう！さかいみなと応援券」
を送付しました

まだ受け取られていない人は、受け取りをお願いします！
　応援券を受け取られていない人は、水産商工課で受け取りの手続きをお願いします。
　受け取りの際には、世帯員分をまとめてお渡しします。

▼手続きに必要なもの
◇郵便局からの不在連絡票
◇受け取られる世帯の世帯主および受け取りに来られる人の身分証明書

▼対象団体　　　団体の運営に関する規約などがあり、市内で活動する市民活動団体および企業

▼対象事業　　　市民活動団体および企業が実施し、市民活動（企業が行う場合は営利を目的としない
　　　　　　　　社会貢献活動に限る）を促進するために適当と認める事業で、交付決定日（11月中
　　　　　　　　旬を予定）以降に実施（開始）するもの

▼補助限度額　　◇新規設立事業　　　　　１０万円 （補助対象経費の１０分の１０）
　　　　　　　　◇緑化事業　　　　　　　　６万円 （補助対象経費の５分の４以内）
　　　　　　　　◇一般事業（１回目）　　 ３０万円 （補助対象経費の３分の２以内）
　　　　　　　　◇一般事業（２回目以降）２０万円（補助対象経費の２分の１以内）

▼申請方法　　　申請書などの必要書類を提出してください。
　　　　　　　　※申請書は市ホームページおよび総合政策課窓口にて配布します。

▼申請期限　　　10月16日（月）午後５時まで

▼審査方法など　申請団体に追って連絡します。

▼問い合わせ先　総合政策課　政策企画係　☎４７－１０２４

市民活動推進補助金の対象事業募集

3　令和５年10月



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

つ
き
ま
し
て
は
、
感
染
症
法
上
の
位

置
づ
け
が
、
５
月
８
日
か
ら
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ
「
５

類
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
濃
厚
接
触

者
の
特
定
や
法
律
に
基
づ
く
感
染
者

へ
の
外
出
自
粛
要
請
が
な
く
な
る
な

ど
、
感
染
防
止
対
策
の
緩
和
が
図
ら

れ
、
社
会
経
済
活
動
は
活
発
化
し
て

お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
日
常
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
新
規
感
染
者
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
人
一
人
が
場

面
に
応
じ
た
感
染
対
策
を
と
る
よ
う

呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
重
症
化
予
防
等
の
効
果
が

期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
重
症
化
リ
ス
ク
が
高

い
65
歳
以
上
の
高
齢
者
や
基
礎
疾
患

が
あ
る
方
な
ど
を
対
象
に
、
令
和
５

年
春
開
始
接
種
を
実
施
し
て
お
り
、

概
ね
対
象
者
の
６
割
の
方
が
接
種
を

終
え
ま
し
た
。

　

９
月
20
日
か
ら
は
、
初
回
接
種
を

終
え
た
生
後
６
カ
月
以
上
の
す
べ
て

の
方
を
対
象
に
、
令
和
５
年
秋
開
始

接
種
を
開
始
し
ま
す
。
市
民
の
皆
様

に
は
、
感
染
・
重
症
化
予
防
の
た
め
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
ご
検
討
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
経
済
・
市
民
生
活
の

　
　
　
　
　
　
　
　

下
支
え

　

燃
油
を
は
じ
め
と
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
原
材
料
価
格
の
高
騰
の
影
響

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
の
交

付
金
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
、
市
民

や
市
内
事
業
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

８
月
26
日
か
ら
は
、
全
市
民
を
対

象
に
「
さ
か
い
み
な
と
応
援
券
」
の

第
３
弾
と
し
て
、
１
人
に
つ
き
５
千

円
分
の
買
物
・
食
事
券
の
配
布
を
開

始
し
て
お
り
、
９
月
中
旬
ま
で
に
全

世
帯
に
配
布
を
終
え
る
予
定
と
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
者
に
向
け
て
は
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

原
材
料
価
格
高
騰
対
策
に
か
か
る
制

度
融
資
を
利
用
し
た
際
の
利
子
相
当

額
を
最
大
３
年
間
、
全
額
助
成
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

価
格
高
騰
に
よ
る
影
響
が
特
に
大

き
い
世
帯
へ
の
支
援
に
つ
き
ま
し
て

は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
な
ど
に
対

し
、
１
世
帯
あ
た
り
３
万
円
を
給
付

し
て
い
る
ほ
か
、
児
童
扶
養
手
当
受

給
世
帯
な
ど
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、

児
童
１
人
あ
た
り
５
万
円
を
給
付
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
保
護
受
給

世
帯
や
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
な

ど
に
対
し
、
光
熱
費
等
の
補
助
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
地
域
経
済
や
市
民

生
活
を
下
支
え
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
健
康
づ
く
り

　

高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護
予
防

の
一
体
的
実
施
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
民
が
気
軽
に
健
康
相
談
や
栄
養
相

談
が
で
き
る
場
と
し
て
、「
境
港
こ

こ
か
ら
！
ニ
コ
ニ
コ
健
康
く
ら
ぶ
」

を
市
内
３
会
場
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

食
育
Ｓ
Ａ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た

食
事
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
チ
ェ
ッ
ク

や
血
管
年
齢
測
定
、
姿
勢
の
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、
一
人
一
人
が
自
ら
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
生
活

習
慣
や
食
生
活
の
改
善
に
向
け
た
助

言
を
す
る
な
ど
、
元
気
な
高
齢
者
を

増
や
す
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
の
長
寿
健
診
に
お

い
て
、
血
圧
や
血
糖
値
が
高
か
っ
た

方
を
対
象
に
家
庭
訪
問
を
実
施
し
、

現
在
の
健
康
状
態
や
生
活
の
状
況
に

つ
い
て
確
認
し
た
う
え
で
、
必
要
な

保
健
指
導
や
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
健
診
の
受
診
率
向
上

に
向
け
、
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険

者
を
対
象
に
人
間
ド
ッ
ク
の
ウ
ェ
ブ

申
込
を
開
始
し
た
ほ
か
、
済
生
会
境

港
総
合
病
院
で
は
、
人
間
ド
ッ
ク
の

実
施
期
間
を
拡
大
し
て
受
診
枠
を
50

人
増
や
す
な
ど
、
健
診
を
受
け
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

小
学
校
高
学
年
の
児
童
を
対
象
と

し
た
「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
事

業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
助
産
師
が

講
師
と
な
り
、
命
の
始
ま
り
か
ら
、

妊
娠
、
出
産
ま
で
の
様
子
を
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
「
命
の
学
習
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
は
、
学
習
を
通
じ
て
、「
生

き
て
い
る
だ
け
で
１
０
０
点
満
点
」

で
あ
る
こ
と
な
ど
、
自
分
や
周
り
の

人
の
命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
が
ん
教
育
を
含
め
た
、

病
気
の
知
識
と
予
防
に
つ
い
て
学
ぶ

授
業
を
新
た
に
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　

特
別
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
き
ま

し
て
は
、
５
月
に
開
催
さ
れ
た
鳥
取

県
と
市
町
村
と
の
行
政
懇
談
会
に
お

き
ま
し
て
、
鳥
取
県
知
事
か
ら
、
現

在
、
１
日
あ
た
り
、
通
院
は
５
３
０

円
、
入
院
は
１
２
０
０
円
を
ご
負
担

い
た
だ
い
て
い
る
小
児
の
特
別
医
療

費
に
つ
い
て
完
全
無
償
化
の
提
案
が

あ
り
、
全
市
町
村
が
合
意
し
ま
し
た
。　

来
年
４
月
か
ら
の
実
施
に
向
け
、
必

要
と
な
る
条
例
改
正
及
び
シ
ス
テ
ム

改
修
等
の
補
正
予
算
を
、
今
議
会
に

提
案
し
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

５
類
に
移
行
し
、「
高
齢
者
ふ
れ
あ

い
の
家
」
や
「
い
き
い
き
１
０
０
歳

体
操
」
な
ど
の
活
動
が
、
以
前
の
よ

う
な
活
発
さ
を
取
り
戻
し
、
地
域
の

皆
様
は
、
楽
し
み
な
が
ら
自
主
的
に

フ
レ
イ
ル
予
防
に
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。

　

地
域
の
「
支
え
愛
」
活
動
に
つ
き

ま
し
て
は
、
渡
地
区
の
サ
ロ
ン
「
豆

カ
フ
ェ
」
の
再
開
、
小
篠
津
町
支
え

愛
マ
ッ
プ
の
更
新
、
夕
日
ヶ
丘
２
丁

目
の
「
の
ん
び
り
会
」
で
の
、
グ
ラ

９月定例市議会 市政概要報告
　９月定例市議会が９月５日から開催され、伊達市長が市政の概
要を報告しました。
（９月定例市議会で可決された主な議案は、市報１１月号に掲載します）
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ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
お
菓
子
づ
く
り
な

ど
、
交
流
の
場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
の
地
域
に
お
い
て
も
、

自
主
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
よ
り
地
域
で

の
活
動
や
交
流
が
図
ら
れ
て
お
り
、

引
き
続
き
、
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
連
携
し
、
地
域
活
動
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
開
始
し
た
、
加
齢
性
難
聴

者
へ
の
補
聴
器
購
入
費
助
成
に
つ
き

ま
し
て
は
、
８
月
20
日
現
在
で
29
件

と
、
多
く
の
方
に
ご
利
用
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

補
聴
器
の
使
用
に
よ
り
、
日
常
生

活
の
支
障
と
な
る「
聞
こ
え
に
く
さ
」

が
軽
減
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
円
滑
に
な
り
ま
す
の
で
、
社
会

参
加
の
機
会
を
増
や
し
、
健
康
寿
命

の
延
伸
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
会
保
障
の
仕
組
み
と
し

て
助
成
制
度
を
創
設
す
る
よ
う
、
国

に
対
し
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

来
年
10
月
に
鳥
取
県
で
開
催
さ
れ

る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
鳥
取
大
会
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
が
会
場
と

な
る
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
及

び
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
の
開
催
準
備
を

進
め
る
た
め
、
６
月
１
日
、
関
係
す

る
団
体
等
で
構
成
す
る
実
行
委
員
会

を
設
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
２
日
に
は
、
運
営
委

員
会
を
開
催
し
、
総
務
・
企
画
に
関

す
る
こ
と
な
ど
、
実
行
委
員
会
か
ら

の
委
任
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
を
行

い
ま
し
た
。

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
の
機
運
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、
７
月
の
み
な
と

祭
で
は
、
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験
ブ
ー

ス
を
開
き
、
高
校
生
と
と
も
に
普
及

啓
発
を
行
っ
た
ほ
か
、
９
月
２
日
に

は
、
み
な
と
テ
ラ
ス
に
お
い
て
、
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
開
催
す
る
交
流
大
会
の
円

滑
な
運
営
と
心
温
ま
る
お
も
て
な
し

に
よ
り
、
参
加
者
・
関
係
者
の
皆
様

が
、
も
う
一
度
、
境
港
市
を
訪
れ
た

い
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
大
会
と
な

る
よ
う
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

共
生
社
会
の
実
現

　

外
国
人
材
の
方
々
が
、
少
し
で
も

早
く
地
域
に
馴
染
み
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
よ
う
、
や
さ
し
い
日
本
語
で

の
様
々
な
情
報
発
信
、
日
本
語
教
室

の
開
催
の
ほ
か
、
国
際
交
流
員
に
よ

る
通
訳
や
相
談
等
の
支
援
を
継
続
し

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
在
住
の
外
国
人
等
を

対
象
に
境
港
市
の
い
い
と
こ
ろ
、
好

き
な
と
こ
ろ
を
写
し
た
写
真
の
コ
ン

テ
ス
ト
を
５
月
に
初
め
て
開
催
し
ま

し
た
。
応
募
作
品
に
つ
い
て
は
、
撮

影
者
の
コ
メ
ン
ト
を
添
え
、
み
な
と

テ
ラ
ス
で
展
示
し
、
外
国
人
が
抱
く

境
港
市
へ
の
想
い
を
市
民
の
皆
様
に

感
じ
て
い
た
だ
き
、
相
互
理
解
が
深

ま
り
ま
し
た
。

　

７
月
に
は
、
44
人
の
技
能
実
習
生

等
が
境
港
総
合
技
術
高
等
学
校
の
生

徒
や
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
、

日
本
の
料
理
づ
く
り
や
浴
衣
の
着
付

け
、
七
夕
飾
り
等
の
日
本
文
化
を
体

験
し
、
楽
し
み
な
が
ら
相
互
に
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

８
月
は
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
国
際

交
流
員
ダ
ム
・
ゴ
ッ
ク
・
ク
ァ
ン
さ

ん
が
講
師
と
な
り
、「
親
子
ベ
ト
ナ

ム
教
室
」
を
開
催
し
、
小
学
生
の
親

子
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
子
ど
も
た
ち
が

中
秋
節
で
遊
ぶ
提
灯
作
り
を
通
し
て

異
文
化
に
触
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

８
月
10
日
、
４
年
ぶ
り
、
21
人
目

と
な
る
中
国
・
琿
春
市
か
ら
の
国
際

交
流
員
、
金
燕
（
キ
ン
・
エ
ン
）
さ

ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

　

本
市
と
琿
春
市
は
、
本
年
、
友
好

都
市
提
携
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
10
月
、
琿
春
市
か
ら
代
表
団
を

招
き
、
記
念
式
典
を
開
催
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

30
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
７

月
に
は
、
境
高
等
学
校
で
中
国
語
を

学
ぶ
高
校
生
と
、
琿
春
市
で
日
本
語

を
学
ぶ
高
校
生
と
の
間
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
交
流
を
実
施
し
ま
し
た
。
将
来

を
担
う
若
い
世
代
の
交
流
を
促
進
す

る
こ
と
で
、
今
後
も
末
永
く
交
流
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。観

光
振
興

　

本
年
１
月
か
ら
８
月
20
日
ま
で
の

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
入
込
み
客
数

は
、
約
94
万
人
、
前
年
比
１
５
１
％

で
あ
り
ま
し
た
。
特
に
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
中
の
、
５
月
４
日
は
、
３

年
９
カ
月
ぶ
り
に
１
日
の
入
込
み
客

数
が
４
万
人
を
超
え
た
ほ
か
、
先

月
11
日
か
ら
15
日
ま
で
の
お
盆
の

時
期
は
、
前
年
比
２
０
２
％
・
約

９
万
２
千
人
に
お
越
し
い
た
だ
く
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
賑
わ
い
が
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

４
年
ぶ
り
に
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
周
辺
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開

催
し
た
「
み
な
と
祭
」
に
は
、
約

４
万
５
千
人
の
方
が
来
場
さ
れ
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
花
火
大
会
な
ど
、

賑
わ
い
あ
ふ
れ
る
夏
祭
り
を
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。

　

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
誕
生
30
周
年

を
迎
え
た
７
月
に
は
、
記
念
式
典
を

開
催
し
た
ほ
か
、「
音
声
Ａ
Ｒ
ア
プ

リ
」
を
活
用
し
、
ロ
ー
ド
を
探
索
す

る
イ
ベ
ン
ト「
夜
の
妖
怪
ぶ
ら
り
旅
」

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
作
ア
ニ

メ
「
悪
魔
く
ん
」
の
先
行
上
映
と
声

優
な
ど
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行

い
ま
し
た
。

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
は
休
館
中
で

あ
り
ま
す
が
、
11
月
９
日
に
は
「
悪

魔
く
ん
」
の
全
世
界
に
向
け
た
オ
ン

デ
マ
ン
ド
配
信
が
開
始
さ
れ
、
同
月

17
日
に
は
、
映
画
「
鬼
太
郎
誕
生　

ゲ
ゲ
ゲ
の
謎
」
が
公
開
さ
れ
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
境
港
観
光
協
会
や
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
振
興
会
を
は
じ
め

地
域
の
方
々
と
連
携
し
な
が
ら
、
わ

く
わ
く
感
を
高
め
る
情
報
発
信
を
行

い
、
誘
客
促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

水
木
し
げ
る
記
念
館
の
再
整
備
に

つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
に
既
存
建
物

の
解
体
工
事
を
終
え
、
６
月
に
着
手

し
た
建
設
工
事
は
、
８
月
、
基
礎
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。
現
在
、
建
築

物
の
骨
組
と
な
る
鉄
骨
工
事
を
行
っ

て
お
り
、
順
調
に
進
捗
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
展
示
業
務
に
つ
い
て
は
、

９
月
中
の
契
約
締
結
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
建
設
工
事
現
場
の
仮
囲
い

に
は
、
ア
ニ
メ
「
悪
魔
く
ん
」
や
映

画
「
鬼
太
郎
誕
生　

ゲ
ゲ
ゲ
の
謎
」

の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
等
が
迫
力
あ
る
サ
イ

ズ
で
描
か
れ
て
お
り
、
多
く
の
皆
様

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ク
ル
ー
ズ
客
船
に
つ
き
ま
し
て

は
、
国
際
船
の
寄
港
が
３
年
４
カ
月

ぶ
り
に
再
開
し
、
３
月
22
日
の
ウ
エ

ス
テ
ル
ダ
ム
を
皮
切
り
に
、
８
月
20

日
ま
で
に
18
回
の
寄
港
が
あ
り
、
約

１
万
７
千
人
が
境
港
市
を
訪
れ
ま
し

た
。
な
お
、
本
年
は
、
11
月
ま
で
に

28
回
の
寄
港
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
に
お
い
て
は
、

本
年
か
ら
米
子
・
羽
田
便
が
、
１
年

を
通
じ
て
１
日
６
便
運
航
さ
れ
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５
類

移
行
な
ど
に
よ
り
、
７
月
末
時
点
の

利
用
率
が
61
％
と
、
前
年
同
時
期
を

11
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
、
利
用
状
況
は

順
調
に
回
復
し
て
お
り
ま
す
。

5　令和５年10月



　

ま
た
、
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
、

３
月
の
台
湾
便
を
皮
切
り
に
、
４
月

に
は
ソ
ウ
ル
便
、
さ
ら
に
７
月
に
は

香
港
便
と
、
続
け
て
運
航
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
期
便
の
再
開
が
望
ま
れ
る
中
、

７
月
３
日
、
鳥
取
県
知
事
が
韓
国
エ

ア
ソ
ウ
ル
社
の
社
長
と
面
会
し
、
10

月
25
日
か
ら
４
年
ぶ
り
に
、
ソ
ウ
ル

と
の
定
期
便
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
鳥
取
県
や
境
港
管
理

組
合
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域

観
光
局
な
ど
、
関
係
機
関
と
と
も
に
、

国
内
外
か
ら
圏
域
へ
の
誘
客
促
進
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

水
産
業
の
振
興

　

令
和
５
年
上
半
期
の
境
漁
港
に

お
け
る
水
揚
量
は
、
マ
サ
バ
、
マ

イ
ワ
シ
類
等
の
豊
漁
に
よ
り

８
万
１
千
ト
ン
余
で
、
前
年
比

１
１
２
％
、
水
揚
金
額
に
つ
い
て
は
、

１
３
６
億
２
千
万
円
余
、
前
年
比

１
１
６
％
で
あ
り
ま
し
た
。

　

マ
グ
ロ
漁
は
、
５
月
25
日
か
ら
７

月
19
日
ま
で
行
わ
れ
、
水
揚
量
は

１
千
ト
ン
余
で
、
前
年
比
１
０
２
％

で
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
に
続

き
、
大
き
さ
は
、
80
キ
ロ
台
が
主
体

で
、
脂
の
乗
り
も
良
く
、
市
場
の
評

価
は
良
好
で
し
た
が
、
外
国
産
や
養

殖
マ
グ
ロ
の
流
通
量
が
増
え
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
平
均
単
価
は
過
去
最
高

値
で
あ
っ
た
昨
年
よ
り
下
が
り
、
水

揚
金
額
は
18
億
５
千
万
円
余
で
前
年

比
88
％
で
あ
り
ま
し
た
。

　

６
月
18
日
に
は
、「
境
港
ま
ぐ
ろ

感
謝
祭
」
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、

約
６
千
人
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
供
用
開
始
さ
れ
た
２
号
上
屋
を

活
用
し
た
初
め
て
の
大
型
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
、
境
漁
港
エ
リ
ア
の
賑
わ
い

創
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
29
日
に
は
、
境
港
水

産
振
興
協
会
会
長
及
び
山
陰
旋
網
漁

業
協
同
組
合
組
合
長
と
と
も
に
国
に

対
し
て
、
本
市
水
産
業
の
維
持
・
向

上
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る

「
Ｔ
Ａ
Ｃ
（
漁
獲
可
能
量
制
度
）
に

お
け
る
追
加
配
分
や
配
分
枠
見
直
し

等
に
、
よ
り
迅
速
・
柔
軟
に
対
応
す

る
仕
組
み
の
構
築
」
及
び
「
民
間
の

冷
凍
・
冷
蔵
施
設
の
増
築
・
更
新
な

ど
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
」
に
つ
い

て
、
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

境
漁
港
の
高
度
衛
生
管
理
型
漁

港
・
市
場
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
か
に
か
ご
上
屋
」
が
完
成
し
、
８

月
、
新
た
な
漁
期
の
始
ま
り
に
あ
わ

せ
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
残
り
の

施
設
整
備
も
進
め
ら
れ
て
お
り
、
令

和
７
年
度
に
整
備
が
完
了
す
る
予
定

と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　

「
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全
国
大
会
in

境
港
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月
の

実
行
委
員
会
に
お
い
て
、
来
年
11
月

９
日
・
10
日
の
２
日
間
、
竹
内
団
地

の
境
夢
み
な
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
南
側

駐
車
場
を
メ
イ
ン
会
場
、
夢
み
な
と

緑
地
を
サ
ブ
会
場
と
し
て
、
開
催
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
竹
内
南

地
区
全
体
が
賑
わ
う
イ
ベ
ン
ト
に
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
含
む
計
画
策
定
費
用
に
か

か
る
補
正
予
算
を
今
議
会
に
提
案
し

て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
10
月
末
に
開
催
さ
れ
る
静

岡
県
沼
津
市
で
の
全
国
大
会
に
は
、

市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
開
発
さ
れ
た

「
境
港
海
鮮
い
ぶ
し
丼
」
を
、
本
市

の
代
表
グ
ル
メ
と
し
て
決
定
し
、
大

会
に
出
品
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

圏
域
の
連
携

　

７
月
19
日
、
鳥
取
県
西
部
地
域
振

興
協
議
会
と
中
国
横
断
自
動
車
道
岡

山
米
子
線
（
蒜
山
Ｉ
Ｃ
〜
境
港
間
）

整
備
促
進
期
成
同
盟
会
の
合
同
で
、

国
と
地
元
選
出
国
会
議
員
に
対
し
て

「
米
子
・
境
港
間
を
結
ぶ
高
規
格
道

路
の
早
期
事
業
化
」
や
「
米
子
道
四

車
線
化
の
早
期
実
現
」
な
ど
鳥
取
県

西
部
圏
域
の
交
通
網
充
実
に
向
け
た

要
望
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、８
月
７
日
、中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
を
「
８
の
字
」
に
結
ぶ
高

規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
に

向
け
て
活
動
す
る
組
織
と
し
て
、「
中

海
・
宍
道
湖
８
の
字
ル
ー
ト
整
備
推

進
会
議
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
推
進

会
議
に
は
、
行
政
や
議
会
、
経
済
団

体
な
ど
が
参
加
し
て
お
り
、
圏
域
が

一
丸
と
な
っ
て
、
国
に
対
し
て
強
く

働
き
か
け
る
な
ど
、
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

８
月
10
日
に
は
米
子
市
と
の
連
携
懇

談
会
を
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
米
子
市
長
と
「
脱
炭

素
社
会
の
実
現
」
に
向
け
た
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
の
推
進
な
ど
に
、
両
市
が

力
を
あ
わ
せ
て
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、「
Ｊ
Ｒ
境
線
の
更
な

る
有
効
活
用
」
や
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
」

に
向
け
た
二
次
交
通
の
充
実
な
ど
に

つ
い
て
も
、
取
り
組
む
こ
と
で
一
致

し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
両
市
が
抱
え
る
共
通

し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、
連
携
し

て
取
り
組
み
、
両
市
、
ひ
い
て
は
中

海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
発
展
に

つ
な
げ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

学
校
教
育

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

５
類
移
行
な
ど
に
よ
り
、
学
校
で
の

活
動
も
活
発
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
６
月
に
は
、
４
年
ぶ
り
に
、
す

べ
て
の
小
学
校
で
広
島
へ
の
修
学
旅

行
を
実
施
し
た
ほ
か
、
７
月
に
は
、

小
学
生
12
人
が
沖
縄
県
伊
平
屋
村
を

訪
問
し
、
地
元
の
児
童
た
ち
と
教
育

交
流
を
行
い
、
中
学
生
10
人
は
、
体

験
型
英
語
学
習
施
設
「
東
京
都
英
語

村
」
に
お
い
て
英
語
だ
け
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
と
い
う
普
段

の
生
活
で
は
で
き
な
い
貴
重
な
体
験

を
し
ま
し
た
。

　

特
別
支
援
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
特
別
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
１
人
か
ら
２
人
に
増
員
し
、

支
援
が
必
要
な
児
童
・
生
徒
へ
の
指

導
に
関
す
る
助
言
や
保
護
者
と
の
教

育
相
談
を
行
う
な
ど
、
児
童
・
生
徒

の
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
支

援
・
指
導
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
の
休
日
の
部
活
動

に
つ
い
て
、
本
格
的
な
地
域
移
行
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
れ
ま
で
試
行

し
て
き
た
、
陸
上
競
技
部
と
ハ
ン
ド

ボ
ー
ル
部
に
加
え
、
サ
ッ
カ
ー
部
、

卓
球
部
、
野
球
部
を
地
域
移
行
し
ま

し
た
。

　

今
後
も
、
地
域
の
方
々
と
連
携
し
、

子
ど
も
た
ち
が
持
続
的
に
部
活
動
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

社
会
教
育

　

境
港
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
み
な

と
テ
ラ
ス
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月

10
日
に
開
館
１
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
民
ホ
ー
ル
で
は
、
開
館
１
周
年

記
念
公
演
と
し
て
「
妖
怪
影
絵
劇　

ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
が
上
演
さ
れ
た

ほ
か
、
市
民
図
書
館
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
く
す
玉
を
割
り
、
に
ぎ
や
か

に
１
周
年
を
祝
っ
た
ほ
か
、
講
演
会

や
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

開
館
以
来
、
ホ
ー
ル
や
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
等
で
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
、
市
民
図
書
館
や
自
習

ス
ペ
ー
ス
で
は
、
利
用
者
が
思
い
思

い
の
時
間
を
過
ご
さ
れ
る
な
ど
、
多
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く
の
来
館
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
市
民
図
書
館
で
は
、
昨
年

７
月
か
ら
本
年
６
月
ま
で
の
１
年
間

の
入
館
者
数
が
、
約
16
万
７
千
人
と
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
約
３
倍
と
な
っ

て
お
り
、
親
子
連
れ
や
学
生
、
さ
ら

に
は
市
外
の
方
な
ど
、
多
く
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
引
き

続
き
、「
み
な
と
テ
ラ
ス
」
が
、「
み

ん
な
が
集
ま
る
広
場
」
の
よ
う
な
施

設
と
し
て
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、

賑
わ
い
の
創
出
と
交
流
の
促
進
に
市

民
の
皆
様
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

環
境
対
策

　

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
７
月

に
「
渡
太
陽
光
発
電
所
」
が
完
成
し
、

８
月
、
稼
働
し
ま
し
た
。
現
在
、
順

調
に
運
転
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
新

電
力
会
社
に
売
電
し
て
得
た
収
入
を

家
庭
用
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
導
入

に
対
す
る
補
助
金
の
財
源
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
米
子
市
及
び
民
間
事
業
者

と
取
り
組
ん
で
い
る
「
脱
炭
素
先
行

地
域
づ
く
り
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
８
月
か
ら
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

へ
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
工
事

に
着
手
し
て
お
り
、
来
年
２
月
に
完

成
す
る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
は
、
下
水
道
セ
ン

タ
ー
の
敷
地
や
耕
作
放
棄
地
へ
の
設

置
を
予
定
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、

公
共
施
設
の
脱
炭
素
化
を
計
画
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

海
や
海
辺
の
環
境
を
守
る
取
り
組

み
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、
砂
浜
と
サ
イ
ク
リ
ン

グ
コ
ー
ス
間
の
緑
地
部
分
の
ご
み
と

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
作

業
を
、
市
内
の
障
が
い
者
就
労
支
援

事
業
所
に
委
託
し
、
５
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
、
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
、
海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
登
録
制
度
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
用
ビ
ブ
ス
や
ご
み

拾
い
用
火
ば
さ
み
の
貸
し
出
し
を
行

う
と
と
も
に
、
活
動
状
況
を
市
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
紹
介
す

る
こ
と
で
、
１
人
で
も
多
く
の
方
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
に
つ
な
げ
、
清

掃
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

　

空
家
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８

月
20
日
時
点
で
、
除
却
に
つ
い
て
は
17

件
、
利
活
用
に
つ
い
て
は
５
件
の
補
助

金
申
請
が
あ
り
、
本
年
度
も
、
順
調
に

制
度
の
活
用
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
」

に
つ
い
て
は
、４
月
か
ら
「
空
き
地
」

も
対
象
に
加
え
、
空
き
家
・
空
き
地

の
流
通
促
進
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
や
事
業

者
の
皆
様
と
連
携
し
な
が
ら
、
空
家

の
解
消
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

公
園
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｊ

Ｒ
境
港
駅
前
の
公
園
に
隣
接
す
る
ス

ペ
ー
ス
に
整
備
す
る
「（
仮
称
）
妖

怪
ふ
れ
あ
い
広
場
」
の
詳
細
設
計
が

完
了
し
ま
し
た
。
設
計
に
あ
た
っ
て

は
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
様
と
の
意

見
交
換
会
を
開
催
し
、
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
と
し
て

お
り
、
芝
生
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

に
、
一
反
木
綿
と
目
玉
お
や
じ
を
デ

ザ
イ
ン
し
た
遊
具
や
ベ
ン
チ
・
休
憩

施
設
を
設
置
し
、
観
光
客
や
市
民
の

皆
様
が
気
軽
に
立
ち
寄
り
楽
し
め
る
、

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
の
玄
関
口
に
相

応
し
い
広
場
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
年
４
月
の
水
木
し
げ
る
記
念
館

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
合
わ

せ
、
駅
前
公
園
の
魅
力
向
上
を
図
る

た
め
、
工
事
に
か
か
る
補
正
予
算
を

今
議
会
に
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　

境
港
の
港
湾
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
令
和
２
年
度
か
ら
境
港
管
理
組

合
が
整
備
し
て
き
た
２
基
目
の
ガ
ン

ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
が
、
外
港
昭
和
南

地
区
国
際
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
に

完
成
し
、
７
月
11
日
、
供
用
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
追
加
さ
れ
た
２
号
機
に

よ
っ
て
、
よ
り
大
型
の
コ
ン
テ
ナ
船
に

も
対
応
が
可
能
と
な
っ
た
ほ
か
、
２
基

体
制
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
故
障
時
に

荷
役
が
で
き
な
く
な
る
と
い
っ
た
リ

ス
ク
の
回
避
や
、
入
港
船
の
増
加
に
も

対
応
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
南
地
区
は
、
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
所
の
燃
料
船
や
国
際

フ
ィ
ー
ダ
ー
航
路
の
定
期
就
航
等
の

利
用
増
加
に
よ
り
、
岸
壁
が
足
り
な

い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

新
規
コ
ン
テ
ナ
岸
壁
の
整
備
等
に
向

け
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

７
月
24
日
に
は
、
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
の
市
や
議
会
、
商
工
会
議

所
等
の
経
済
団
体
が
合
同
で
、
国
に

対
し
要
望
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

今
後
も
、
圏
域
一
丸
と
な
っ
て
、
早

期
事
業
化
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

重
要
土
地
等
調
査
法

　
「
重
要
施
設
周
辺
及
び
国
境
離
島
等

に
お
け
る
土
地
等
の
利
用
状
況
の
調

査
及
び
利
用
の
規
制
等
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
８
月
15
日
、
美
保

通
信
所
及
び
高
尾
山
分
屯
基
地
周
辺

が
特
別
注
視
区
域
に
、
美
保
基
地
周

辺
が
注
視
区
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
律
は
、
自
衛
隊
の
基
地
周

辺
や
国
境
の
離
島
等
、
国
の
安
全
保

障
上
、
重
要
な
区
域
に
あ
る
土
地
・

建
物
が
、
そ
の
機
能
を
阻
害
す
る
行

為
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る

た
め
の
も
の
で
あ
り
、
区
域
内
で
は
、

国
が
利
用
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
を

行
う
ほ
か
、
特
別
注
視
区
域
内
で
は
、

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
土

地
や
建
物
の
売
買
等
を
行
う
場
合
、

契
約
当
事
者
は
事
前
に
国
へ
の
届
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
法
律
の
目
的
や
重
要
性
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
も
踏
ま
え
、
住
民

説
明
会
の
開
催
を
は
じ
め
、
国
が
責

任
を
も
っ
て
制
度
を
周
知
す
る
よ
う

強
く
要
望
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
市

に
お
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市

報
で
の
お
知
ら
せ
に
加
え
、
チ
ラ
シ

の
新
聞
折
り
込
み
配
布
を
行
い
、
周

知
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

防
災
対
策

　

６
月
１
日
、「
境
港
市
消
防
団
の

あ
り
方
検
討
委
員
会
」
の
会
長
で
あ

る
消
防
団
長
か
ら
、
検
討
結
果
を
ま

と
め
た
報
告
書
の
提
出
が
あ
り
、
現

在
の
６
分
団
体
制
の
維
持
を
基
本
と

し
な
が
ら
、
団
員
確
保
の
た
め
に
、

様
々
な
媒
体
を
活
用
し
た
広
報
や
地

域
と
の
連
携
強
化
を
行
う
こ
と
な
ど

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
書
に
基
づ
き
、
消
防
団

機
能
の
維
持
・
強
化
を
進
め
る
た
め
、

公
民
館
ま
つ
り
な
ど
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
等
で
消
防
団
の
活
動
を
紹
介
し
、

市
民
の
皆
様
へ
の
理
解
促
進
に
努
め

る
と
と
も
に
、
昨
年
度
作
成
し
た
Ｐ

Ｒ
動
画
も
活
用
し
て
、
新
規
団
員
の

加
入
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

原
子
力
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
昨
年
の
改
定
に
よ
り
、
中
国
電

力
と
の
安
全
協
定
に
盛
り
込
ま
れ
た

「
核
燃
料
物
質
等
の
輸
送
計
画
に
対

す
る
事
前
連
絡
」
が
、
５
月
に
あ
り

ま
し
た
。
島
根
原
子
力
発
電
所
２
号

機
の
新
燃
料
輸
送
が
９
月
末
ま
で
に

予
定
さ
れ
て
お
り
、
本
市
で
は
、
職

員
が
鳥
取
県
の
立
入
調
査
に
同
行
し
、

状
況
確
認
を
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
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ま
た
、
８
月
８
日
に
は
、
島
根
原

子
力
発
電
所
１
号
機
の
廃
止
措
置
計

画
の
変
更
に
つ
い
て
、
安
全
協
定
に

基
づ
く
「
事
前
報
告
」
が
あ
り
ま
し

た
。
中
国
電
力
に
は
、
住
民
に
対
し
、

分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
説
明
を
求
め

て
お
り
、
９
月
８
日
に
住
民
説
明
会

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

避
難
所
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
の
度
、
拡
充
さ
れ
た
鳥
取
県
の
補
助

制
度
を
活
用
し
、
す
べ
て
の
人
が
災
害

発
生
時
に
避
難
で
き
る
環
境
を
整
え

る
た
め
、
避
難
所
用
の
備
品
等
の
充
実

を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

仮
設
用
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
や
ポ
ー

タ
ブ
ル
電
源
、
ペ
ッ
ト
連
れ
の
避
難

者
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
ペ
ッ
ト
用

品
等
を
購
入
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

関
係
す
る
補
正
予
算
を
今
議
会
に
提

案
し
て
お
り
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
の
推
進

　

窓
口
に
来
ら
れ
た
方
が
、
何
枚
も

書
類
を
書
く
こ
と
な
く
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
手
続
き

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
る
、「
書
か

な
い
窓
口
」「
迷
わ
な
い
窓
口
」
の

実
現
に
向
け
、
８
月
、「
窓
口
Ｄ
Ｘ
」

を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
窓
口
の
全
体
把
握
や
課
題

の
洗
い
出
し
、
改
善
す
べ
き
内
容
、

必
要
な
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
検
討
を

行
っ
て
お
り
、
来
年
度
の
シ
ス
テ
ム

導
入
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

庁
内
事
務
処
理
の
デ
ジ
タ
ル
化
に

つ
き
ま
し
て
は
、６
月
に
文
書
管
理
・

電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
導
入
業
者
が

決
定
し
、
来
年
４
月
の
稼
働
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
り
、
市
民
の

皆
様
の
利
便
性
向
上
や
業
務
の
効
率

化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
紐
付
け
に
関

す
る
総
点
検
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

７
月
に
国
か
ら
照
会
が
あ
り
、
マ
イ

ナ
ポ
ー
タ
ル
で
閲
覧
可
能
な
29
項
目

の
情
報
の
う
ち
、
本
市
が
紐
付
け
を

行
っ
て
い
る
税
情
報
、
児
童
手
当
の

支
給
状
況
、
予
防
接
種
の
接
種
状
況

な
ど
11
項
目
の
紐
づ
け
方
法
に
つ
い

て
、
回
答
し
ま
し
た
。

　

８
月
８
日
、
調
査
結
果
に
基
づ
く

国
の
中
間
報
告
が
あ
り
、
本
市
に
お

い
て
は
、
適
切
な
方
法
・
手
順
で
情

報
の
紐
づ
け
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
い
ず
れ
の
項
目
に
つ
い
て
も

個
別
デ
ー
タ
の
点
検
ま
で
は
行
う
必

要
が
な
い
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
適
切
な
情
報
管
理
に
努

め
る
と
と
も
に
、
国
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
等
に
関

す
る
課
題
等
に
し
っ
か
り
と
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

駅伝競走大会にご協力をお願いします
　以下の日程で「全国高等学校駅伝競走大会鳥取県予選会」が竜ケ山陸上競技場を発着点として開催されます。
　近隣にお住まいの皆さんや、会場周辺を通行される皆さんにはご不便をおかけしますが、選手の安全な走行にご理解と
ご協力をお願いします。

▼と　き　１０月２９日（日）　女子：午前１０時１５分～　男子：午後０時１５分～（閉会予定：午後３時３０分）

▼ところ　境港竜ケ山特設コース（全区間竜ケ山陸上競技場発着）

【問い合わせ先】　生涯学習課　文化体育係　☎４７－１０９２
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（１）健全化判断比率
　令和４年度決算における境港市の比率は、いずれも財政などを早期に健全化すべきとされる基準値（早期健
全化基準）を大きく下回っており、本市の財政状況は健全な状態です。
◇実質赤字比率および連結実質赤字比率は、令和３年度と同様に黒字であったため、比率は生じません。
◇実質公債費比率は、一般会計の元利償還額が減少傾向にあることなどにより、令和３年度と比較して、０．７
　ポイント改善しました。
◇将来負担比率は、境港市土地開発公社の負債額の減少などにより、令和３年度と比較して、１２．１ポイント
　改善しました。

健 全 化 判 断 比 率 令和４年度 令和３年度 早期健全化
基　　準

財政再生
基　準

実 質 赤 字 比 率 赤字なし 赤字なし 13.68% 20.0%

連 結 実 質 赤 字 比 率 赤字なし 赤字なし 18.68% 30.0%

実 質 公 債 費 比 率 10.1% 10.8% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率 97.7% 109.8% 350.0% ー

（２）資金不足比率
　いずれの会計も資金不足が生じなかったため、比率はありません。

公 営 企 業 の 会 計 名 令和４年度 令和３年度 経営健全化
基　　準

下水道事業費特別会計 資金不足なし 資金不足なし
20.0%

市場事業費特別会計 資金不足なし 資金不足なし

境港市財政の
健全化判断比率などのお知らせ

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）の規定により、令和４年度決算に基づ
く「健全化判断比率」と「資金不足比率」を算定しました。
　この比率は、自治体財政の「健全度」を測るものさしとするもので、その算定結果をお知らせします。

▼問い合わせ先　財政課　財政係　☎４７－１０１２

【健全化判断比率】
　地方自治体の財政健全化が必要かどうかを判断する比率
で、次の４つがあります。
①実質赤字比率
　地方公共団体の中心的な会計（一般会計等）の赤字の程
度を指標化し、財政運営の深刻度を示すものです。
②連結実質赤字比率
　すべての会計の黒字額や赤字額を合算し、地方公共団体
全体としての赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を
示すものです。

③実質公債費比率
　地方公共団体の借入金の返済金とこれに準じた経費の合
計額を指標化し、資金繰りの危険度を示すものです。
④将来負担比率
　地方公共団体の将来負担するべき実質的な負債の程度を
指標化し、将来財政運営を圧迫する可能性を示すものです。
【資金不足比率】
　公営企業の事業規模である「料金収入の規模」と「資金
不足の額（赤字額）」を比較し、経営状況の深刻度を示す
ものです。

用語解説
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【申し込み・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１

介護予防筋力向上トレーニング事業の参加者募集
　市では、市民の皆さんが健康でいつまでも「自分らしく」生活していただくために、介護予防筋力向上
トレーニング事業として、器具を使ったパワーリハビリや誰でも簡単にできる体操の教室を行っていま
す。
　住み慣れた地域で元気に安心して暮らし続けることができるよう、積極的に取り組んで、健康寿命（健
康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間）を延ばし、生きがいを持っていきいきと過
ごしていきましょう。

▼対　象
◇６５歳以上で、介護認定を受けておらず、日常生活で足腰が
　弱くなり運動をしたいと感じている人
◇週１回、５カ月間の参加が可能な人

▼注意事項（参加制限など）
◇３カ月以内に入院や運動を含む日常生活の制限などある人は、主治医の診断書が必要です。
　（診断書に要する費用は自己負担です）

▼実施期間　１１月７日（火）～来年３月２９日（金）の週１回（各コース計１９～２０回）

▼参加費　１回２００円

▼送　迎
　③フィットネスAコースのみ送迎があります。（送迎の定員９人）
　必要な人は、申し込み時にご相談ください。（別途片道４０円が必要です）

▼申込期間　１０月２日（月）～１０月１６日（月）　
　　　　　　※申し込みには申請書の提出が必要です。
　　　　　　　地域包括支援センターにありますので、お越しください。

▼内　容　

コ　ー　ス 曜日 募集人数
（※） 内　　　容 場　　所 時　　間

① 器具コース
（パワーリハビリ）

火 １０人
個々に合ったプログラムに基づ
き、専用の運動機器を使ったト
レーニングを行います。

生き生きリハビリ
センター
さかい幸朋苑

午後２時～
３時３０分木 １０人

水 １０人 元町病院リハビリ
テーションセンター

午後１時３０分
～３時

② 体操コース 金

１２人
ストレッチや筋力をつける体操を
行い、介護を必要としない身体を
めざします。

元町病院リハビリ
テーションセンター

午後１時３０分
～３時

２０人
良い姿勢作りに大切な骨盤底筋を
鍛えて、全身のストレッチ、筋力
強化を行います。

済生会病院 午後２時～
３時３０分

③ フィットネス
Ａコース 火 ２０人

筋力トレーニングやセラバンド（ゴ
ムバンド）を用いた体操、脳トレ
などのほか、低栄養予防や口腔機
能改善の講話を各1回行います。

浜の里
（ 老 人 福 祉 セ ン
ター）

午前１０時～
１１時３０分

④ フィットネス
Ｂコース 金 ２７人

体力に合わせて、ストレッチや筋
力をつける体操、ボールを用いた
体操や脳トレなどを行います。

保健相談センター 午前１０時～
１１時３０分

※申し込み多数の場合は、新規参加者を優先します。
※新型コロナウイルス感染症の感染拡大予防の観点から、実施状況を変更する場合があります。
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【申し込み・問い合わせ先】 長寿社会課　地域包括支援センター　☎４７－１１３１
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　私たちは、高齢者を大切にしなければと思いつつ、強い口調で叱責したり、思いやりのない行動をとっ
たりしてはいないでしょうか。誰であれ、年齢を重ねれば、身体面や精神面で衰えが生じることは避け
られません。「役に立たない」などと高齢者を社会の端に押し出すような社会は、人々が安心して暮ら
せる社会と言えません。
　平均寿命の大幅な伸びや少子化などを背景として、社会の高齢化が極めて急速に進んでいます。高齢
化社会の中、介護を必要としている高齢者に対し、介護者が虐待を加えるなど、悲しい事件が発生して
います。虐待を防ぐためには、地域社会で、高齢者を日常的に見守る環
境が必要です。また、高齢者の判断力の低下を悪用した「詐欺商法」や
「振り込め詐欺」なども発生し、大きな社会問題となっています。
　高齢者が生きがいを持ちながら、安心して暮らすことができる、そし
て、地域の重要な一員として尊重される「高齢者にも安心な『人権尊重
のまちづくり』」の実現に取り組んでいきましょう。

高齢者にも安心なまちづくりをめざしましょう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ 高齢化社会と人権 ～　

誰もが自分らしく
いきいきと暮らせるまちを目指して

【問い合わせ先】
　総合政策課　人権政策室
　☎４７－１１０２

みんなで拓く
人権文化 242

　仕事と生活が両立しにくい毎日になっていませんか？
　家事・育児・介護などで、無意識に「これは女性の役割だ。」と思ったことはあり
ませんか？性別にかかわらず、誰もが協力し合うためには、本人の意識はもちろん、
家族（家庭）や周囲（職場）の意識も変えていかなくてはなりません。昨年の10
月には、「育児・介護休業法」が改正され、男性が通常の育休とは別に、妻の産休期
間に合わせて取れる「出生時育児休業（通称：産後パパ育休 )」が創設されました。
ご存知でしたか？
　改正の背景には、育休を取得したいという男性の増加や女性の家事・子育ての負担軽減、社会進出（女
性の管理職登用等）の推進があります。
　仕事と生活（育児、介護、地域生活、趣味、学習など）の調和を「ワーク・ライフ・バランス (WLB)」
と言います。「仕事も生活も楽しめる社会」を実現するためには、誰もが希望に応じて、働き方、生き
方の両方を充実させる環境を整備していかなくてはなりません。また、性別にかかわらず、誰もが協力
し合うためには、家事・育児・介護などの性別役割分担意識をなくし、本人の意識はもちろん、家族（家
庭）や周囲（職場）の意識も変えていく必要があります。

　家庭で、そして、職場で、誰もが、「仕事」と「仕事以外の生活」を
自分の希望するバランス（仕事と生活の調和）で行うには、まず、どん
なことができそうか、どんな工夫が必要か、話し合ってみることが大切
ではないでしょうか。ぜひ、機会をとらえて、話し合ってみてください。
　一人ひとりが大切な人生を歩んでいます。日々の仕事も、生活も、楽
しく充実させたいものです。

あなたの「ワーク・ライフ・バランス（WLB）」見直しませんか？
～ 男性の「育休」が改正されたこと、ご存知ですか？ ～
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▼と　き　１０月１５日（日）

▼ところ　境港公共マリーナ周辺の砂浜

▼申し込み方法
　 電話、電子メールまたは右記QRコードから
 お申し込みください。

※電話、電子メールの場合は、
　代表参加者の住所・氏名・電話
　番号、サンドアート部門に参加
　の場合は参加部門・参加者数を
　お知らせください。

【第１部】午前８時30分～９時30分
【ボランティア活動】

▼服装・持ち物
◇汚れてもよい服装、帽子など
◇軍手、ごみ袋は提供します。
◇ビブス、火ばさみを貸し出します。
（※数に限りがあります）

【マイクロプラスチック回収体験】
　魚が誤って食べてしまうことなどで問題となってい
る「マイクロプラスチック」の回収をふるいを使って
体験します。
※ふるいの数には限りがあります。

エコらいふ通信　～豊かな自然を未来につなぐために～

【申し込み・問い合わせ先】
　環境・ごみ対策課（清掃センター内）　
　　　　　　　　　　☎４２－３８０３
　　　　kankyo@city.sakaiminato.lg.jp

【ごみ分別アプリ「さんあ～る」公開中！】
　詳しくは市ホームページをご覧ください。
　（右のQRコードよりアクセスできます。）

境港市・米子市共催イベント「シーサイドクリーンアップ弓ヶ浜 ’23」を開催します
　境港市・米子市が誇る、美しい美保湾・弓ヶ浜を守り、後世に伝えていくため、両市で交
互に清掃活動などのイベントを開催しています。今年は境港市での開催となり、清掃活動と
サンドアート（砂像づくり）を行います。
　皆さんも美保湾・弓ヶ浜をきれいにして、環境問題をみんなで楽しく考えてみませんか。

狂犬病予防注射はお済みですか？
　狂犬病予防法によって、生後９０日を経過した犬には登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射の接種（接種時
期：４月～６月）が義務付けられています。なお、予防注射を受けさせない場合は罰則もあります。
　まだ狂犬病予防注射を今年度受けていない犬を対象に、９月下旬にご案内のハガキを送付し
ました。ハガキが届いたら、かかりつけの動物病院へハガキを持参し、速やかに接種しましょう。
　また、飼い犬が病気などで、注射を受けられない場合は、かかりつけ獣医師の証明（狂犬病
予防注射見合わせ証）の提出が原則、毎年必要です。
　なお、すでに注射を受けさせた人で、狂犬病予防注射済票（アルミプレート）の交付を動物
病院で受けていない場合は、狂犬病予防注射済証（書面）を市役所環境・ごみ対策課窓口へ持
参し、交付を受けてください。（※交付には、手数料550円が必要です。）

【第２部】午前９時50分～ 11時 20分
【サンドアート（砂像づくり）】

▼部　門　幼児・小学生・一般

▼募　集　20チーム
　（１チーム：１作品、１～４人程度）
　（参加賞：ミニコンテスト賞あり）

▼講　師（アートリーダー）
◇宮内杏子さん
◇野村亮介さん
◇岸本雄司さん

参加費
無料

シーサイドクリーンアップ弓ヶ浜 ’23について

申し込み
フォーム

Mail

13　令和５年10月
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境港警察署からのお知らせ境港警察署からのお知らせ
境港警察署　☎44－0110

　こんにちは地域おこし協力隊の德毛です。
　伯州綿畑では8月後半に綿の開

かいじょ

絮（綿の実が弾けて綿が顔
を出すこと）が始まります。
　綿の収穫は徐々に開花していく綿花に合わせて9月頃から
12月頃まで続く作業です。今年も多くの綿の収穫を目指して
日々畑で汗を流しています。
　さて、毎年秋に開催するイベント
「てぬぐいひらひら」を今年も企画し
ています。市農業公社が製作する伯
州綿製品「境港手拭」のＰＲの一環
として、日本全国の手拭いを集め、
展示、販売するイベントです。
　また、手拭いのほかに、小学生が
作成した伯州綿に関連する作品の展
示や魅力的なマルシェも多数出店予定。綿にまつわるワーク
ショップも企画しています。
　ちなみに、このイベントは第27回（2022年度）ふるさ
とイベント大賞にて「ふるさとキラリ賞」を受賞しています。
　11月3日（金・祝）・4日（土）に海とくらしの史料館で
開催予定です。皆様ぜひ、足を運んでいただき、全国から集
まった手拭いが空を泳ぐ様子をご覧ください。

地域おこし協力隊員だより
農政課　農業振興係　☎47－ 1049

地域地域
伯州綿

令和５年全国地域安全運動の実施
　10月11日（水）から20日（金）までの10日間「令
和５年全国地域安全運動」が実施されます。
　活動の重点は、
◇　子供と女性の犯罪被害防止
◇　特殊詐欺の被害防止
◇　自転車盗、侵入窃盗、万引きの被害抑止　　　です。
　県内の犯罪発生件数は増加傾向にあります。
　地域の安全安心は、地域の皆様の防犯意識が重要です。
　散歩中やちょっとした外出時に、防犯の観点を持って子
どもの見守りを行う「ながら見守り」を心掛けることは、
地域の安全につながる活動です。
　自動車、自転車や家は、鍵を掛けることも犯罪の被害防
止につながります。
また、特殊詐欺被害が多く発生しており、なかでも
◇「保険料の払い戻しがある。」などと言ってＡＴＭに
　誘導しようとする手口
◇手数料などの名目で、電子マネーカードを買わせる手口
による被害が多くなっています。
　皆さんの大切な財産が被害に遭うことのないよう、身近
な人や警察に相談しましょう！
※期間中の10月18日（水）には、とりぎん文化会館小
ホールで「鳥取県地域安全フォーラム2023」（主催：
(公社)鳥取県防犯連合会）が開催されます。

被害抑

　

今
か
ら
１
５
０
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前
の
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治
６
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頃
、

境
町
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そ
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な
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治
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署
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。
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治
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境
分
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上
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。

　

明
治
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町
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さ
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ま
し
た
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昭
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備
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４
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ノ
ッ
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れ
、
中
海
赤
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採
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漁
民
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内
警
備
等
に
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躍
し
ま
し
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さ
て
、
こ
こ
で
昭
和
49
年
鳥
取
県
警
察

本
部
発
行
の
「
け
い
さ
つ
１
０
０
年
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か
ら

事
件
や
出
来
事
を
い
く
つ
か
ご
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介
し
ま
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◇
明
治
６
年
４
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…
会
見
郡
で
「
農
民

　

騒
動
」
血
税
一
揆
が
起
こ
る
。
参
加

　

３
万
人
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上
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あ
っ
た
。

◇
明
治
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警
察
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度
改
正
。
県
内

　

の
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察
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、
警
察
分
署
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頭
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青
谷
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な
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カ
所
が
設
け
ら
れ
る
。

◇
明
治
33
年
４
月
…
治
安
警
察
法
公
布

　

に
よ
り
鳥
取
県
の
警
察
官
の
定
員
は

　

外
勤
、
刑
事
な
ど
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１
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人
（
水
上

　

受
持
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名
含
む
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た
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昭
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23
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出
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ま
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警
察
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民
主
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目
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し
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自
治
体
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察
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町
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察
署
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設
置（
栄
町
に
庁
舎
新
築
）

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
後
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昭
和
26

年
に
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
29
年
８
月
の
町
村
合
併
に
よ
り

境
港
町
が
発
足
以
降
、
境
港
警
察
署
と

な
り
、
昭
和
33
年
12
月
に
は
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上
道
町

地
内
（
現
在
の
元
町
病
院
付
近
）
に
新

築
移
転
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
51
年
５
月
、
上
道
町
（
旧
鳥
取

県
立
境
水
産
高
等
学
校
跡
地
）
に
新
築

さ
れ
現
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に
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っ
て
い
ま
す
。

（
参
考
）「
け
い
さ
つ
１
０
０
年
」
な
ど

　
　
　
　
　
　

編
集【
市
史
編
さ
ん
室
】

自治体警察
境町警察署（栄町）
（昭和23年）

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（

境
港
史
話
『
温
故
知
新
』（
7575
））

境
港
警
察
署

境
港
警
察
署

　
　
　

１
５
０
年
の
歩
み

　
　
　

１
５
０
年
の
歩
み

旧境港警察署
（昭和33年）
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消費生活相談室　☎47－ 1106 FAX 44－ 7957

256消費生活相談室です消費生活相談室です
水産商工課　経済交流係　☎47－ 1029

多  文  化  共  生多  文  化  共  生  vol.30

　今年９月２９日は旧暦８月１５日の十五夜、「中
ちゅうしゅう

秋」で
した。
　十五夜のお月見は、中国から周辺の国々に伝わった風習
で、中国やベトナムでは「中秋節」と言い、祝日とされて
います。
　お月見と言えば、日本で
は「月見団子」ですが、中
国やベトナムでは餡が入っ
た丸く平たいお菓子「月

げっぺい

餅」
を食べます。中秋前、店頭
には小豆やナツメ、ゴマ、
塩漬け卵など、いろいろな
種類の餡が入った月餅が並
びます。
　また、韓国で中秋は「秋

ちゅそく

夕」と呼ばれ、「松
そんぴょん

餅」が代表
的な食べ物です。松餅は団子に小豆や栗、すりゴマと砂糖
を混ぜたものなどを包み、松葉を敷いた蒸し器で作ります。
　日本や韓国では月に住んでいるものと言えばうさぎです
が、中国ではうさぎのほかにも仙女「嫦

じょうが

娥」や嫦娥が変じ
た「ガマガエル」が住んでいると言う伝説もあります。ま
た、ベトナムでは、ガジュマルの木とその下で休む男性が
いると言われているそうです。
　皆さんもぜひ、月がきれいな夜に月を見上げ、何が見え
るか想像してみてください。

　境港市の死因で多いのは 1位がん 2位心疾患 3位
が脳血管疾患です。これらの疾患は初期の段階では自
覚症状がなく、身体の内部で密かに進行していきます。
放っておくと、身体の状態が分からないまま命に関わ
る、あるいは日常生活に支障をきたす病気をある日突
然発症します。
　元気でいきいきと長生きするためには、このような
病気を予防する必要があります。

　けんしんは自覚症状のない段階で身体の状態がわか
ります。けんしんを受けたことがない人は、まずはけ
んしんを受けましょう。毎年受けている人は結果を比
べましょう。基準値を外れる心配な数値はないでしょ
うか？
　けんしんの結果、「生活習慣病のリスクあり」と判
定された人は、生活習慣の見直しが必要です。健康教
室や健康相談の案内が届きますので、ぜひご参加くだ
さい。
◇各種健診・がん検診（集団健診）
◇国保人間ドックの希望者

【問い合わせ先】
健康づくり推進課　　　☎４７ー１０４１

保健師の
　　  ちょっと一言

「けんしんは生活習慣病予防のために
  必要です。」

【事例】
　自宅に設置している太陽光発電設備のメンテナンスをす
るといって業者が来訪。業者から「電気料金も値上がりし
ているので、蓄電池を購入しないか」と勧誘された。少し
でも電気料金が安くなるならと思い２００万円を１５年の
分割払いで支払う契約をしたが、よく考えると、自分たち
も高齢で、今後の支払いも難しくなるのではないかと考え
るようになった。解約したい。
【アドバイス】
◇家庭用蓄電池の導入で、電気料金が安くなるなどのメリッ
　トがあるとしても、導入の際の多額の購入費用や設置工
　事等の初期費用のほか、ローンの利息、メンテナンス費
　用などさまざまな費用が発生します。契約する際は、導
　入コストについても十分に考慮したうえで、慎重に検討
　し納得したうえで契約するようにしましょう。
◇太陽光発電設備を導入している場合、固定価格での買い
　取り期間満了を機に蓄電池と組み合わせても、必ずしも
　余剰電力の売電より自家消費する方が経済的にメリット
　が大きいとは限りません。また、家庭用蓄電池は、災害
　時に活用できるというメリットもあり、経済価値に直接
　換算することのみで判断するのは難しい面もあります。
　業者の説明をうのみにせず、自身でも情報収集し、総合
　的に判断するようにしましょう。
◇突然業者の訪問を受けて勧誘されたり、契約を急かされ
　たりしても、その場で契約はせず、複数社から見積もり
　を取り、比較検討したうえで契約することが大切です。

▼相談受付時間
　月～金曜日
　午前９時～正午、午後１時～４時

家庭用蓄電池の契約はよく考えて！月には何が住んでいる？

塩漬け卵入りの月餅

【WEB予約】

な夜に月を見上げ、何が見え

➡
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】

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
・

申
請
補
助
（
顔
写
真
撮
影
無
料
）、

電
子
証
明
書
の
更
新
、
暗
証
番
号
の

再
設
定
、
保
険
証
利
用
・
公
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取

口
座
の
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録

▼
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き
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月
15
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（
日
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午
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〜
午
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分
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課
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口

▼
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◇
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カ
ー
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付
・
電
子
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通
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持
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）

◇
本
人
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書
類（
運
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免
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証
な
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）

▼
問
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わ
せ
先

　

市
民
課　

市
民
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
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‐
１
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３
３

漁
業
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サ
ス
の
実
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水
産
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い
る
す
べ
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象
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た
、

「
２
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３
年
漁
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ス
」
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さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
統
計
調
査
は
、
漁
業
の
生
産

や
就
業
の
状
況
、
漁
村
や
水
産
物
の

流
通
・
加
工
業
の
実
態
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調
査
す
る

も
の
で
、
我
が
国
の
水
産
行
政
の
推

進
に
必
要
な
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礎
資
料
を
整
備
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
５
年
ご
と
に
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さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
漁
業
生
産
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を
対
象
と

し
て
11
月
１
日
現
在
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況
を
お
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き
す
る
調
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受
け
持
っ
て
お
り
、

10
月
中
旬
か
ら
調
査
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漁
業
関
係

者
を
訪
問
し
ま
す
。

　

調
査
内
容
は
統
計
を
作
成
す
る
た

め
の
み
に
使
用
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れ
、
そ
の
他
の
目

的
に
は
一
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用
し
ま
せ
ん
。
皆
さ

ん
の
ご
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を
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願
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す
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▼
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総
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課　
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☎
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１
０
０
７

環
日
本
海
諸
国
の
市
民
と
の

交
流
に
か
か
る
経
費
の
助
成

　

米
子
鬼
太
郎
空
港
を
発
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す
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際
定
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を
利
用
し
て
、
環
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諸
国
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▼
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内
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市
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◇
交
流
事
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参
加
す
る
環
日
本
海

　

諸
国
の
市
民
受
入
に
係
る
経
費

※
対
象
経
費
の
詳
細
お
よ
び
補
助
額

　

に
つ
い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

　

補
助
金
交
付
要
綱
を
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

経
済
交
流
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
９

　
　
　
　
　
　
　
　

44
‐
７
９
５
７

suisan@
city.sakaim

inato.lg.jp

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
助
成

　

対
象
者
に
、
今
月
中
旬
に
市
か
ら

接
種
券
を
お
送
り
し
ま
す
。
希
望
者

は
医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
要
予
約
）

▼
と　

き

10
月
23
日
（
月
）
〜

　

来
年
１
月
31
日
（
水
）

【
乳
幼
児
、妊
産
婦
、重
度
障
が
い
者
】

▼
対　

象

◇
乳
幼
児　

　
　

平
成
29
年
４
月
２
日
か
ら
今
年

　

６
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
満
６

　

カ
月
以
上
で
就
学
前
の
人

◇
妊
産
婦　

妊
産
婦
の
人

◇
重
度
障
が
い
者

　
　

就
学
後
〜
60
歳
未
満
で
、心
臓
・

　

腎
臓
・
呼
吸
器
・
ヒ
ト
免
疫
不
全

　

に
よ
る
免
疫
不
全
障
害
の
障
害
手

　

帳
1
級
の
人

▼
助
成
回
数　

１
回
分

▼
助
成
限
度
額　

１
人
２
千
円

【
高
齢
者
】

▼
対　

象

　

昭
和
33
年
12
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
満
65
歳
以
上
の
人

▼
助
成
回
数　

１
回
分

▼
自
己
負
担
額　

１
２
０
０
円

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課　

地
域
保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
２

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

地
域
の
芸
術
環
境
づ
く
り
助
成
事

業
の
実
施
団
体
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象
事
業

　

実
施
団
体
が
自
主
的
に
企
画
す
る

文
化
・
芸
術
事
業
の
う
ち
、「
地
域

交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
伴
う
事
業

※
企
画
会
社
の
企
画
、
実
施
団
体
の

既
存
事
業
お
よ
び
定
着
事
業
は
除
く
。

▼
実
施
団
体

　

広
域
連
合
、
一
部
事
務
組
合
、
指

定
管
理
者
、
特
定
公
益
法
人
、
実
行

委
員
会
な
ど

▼
助
成
金　

上
限
５
０
０
万
円

※
実
施
を
希
望
さ
れ
る
団
体
は
、
生

涯
学
習
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
限

10
月
31
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

有　

料　

広　

告

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 

informationinformation

FAX

Mail
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電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格

高
騰
支
援
給
付
金
（
３
万
円
）

▼
申
請
期
限　

10
月
31
日
（
火
）

▼
給
付
対
象
と
な
る
世
帯

①
令
和
５
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

　
　

対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
確
認

　

書
ま
た
は
申
請
書
を
送
付
し
て
い

　

ま
す
。
内
容
を
確
認
し
、
必
要
事

　

項
を
記
入
し
、
必
要
に
応
じ
て
添

　

付
資
料
を
添
え
て
返
送
し
て
く
だ

　

さ
い
。

②
家
計
急
変
世
帯

　
　

対
象
は
、
申
請
日
時
点
で
境
港

　

市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
予
期
せ

　

ず
家
計
が
急
変
し
た
こ
と
で
、
令

　

和
５
年
１
月
か
ら
の
収
入
が
減
少

　

し
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
相
当
に

　

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
で
す
。

※
①
お
よ
び
②
の
給
付
は
重
複
し
て

　

受
給
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

生
活
支
援
係　

　
　
　
　
　
　
　

☎
46
‐
０
２
５
１

境
港
市
戦
没
者
追
悼
式

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
参
列
を
お
願

い
し
ま
す
。（
ど
な
た
で
も
ご
参
列

で
き
ま
す
）

▼
と　

き　

10
月
26
日
（
木
）

　

午
後
２
時
〜
２
時
45
分

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

生
活
支
援
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
７

鳥
取
県
戦
没
者
慰
霊
祭

▼
と　

き　

10
月
24
日
（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
20
分

▼
と
こ
ろ　

　

鳥
取
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
庁　

福
祉
保
健
課

　
　

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
１
４
５

秋
の
農
作
業
労
賃
標
準
額

　

農
業
委
員
会
で
は
、
令
和
５
年
秋

の
農
作
業
労
賃
標
準
額
を
決
定
し
ま

し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
３

入
札
結
果

※
予
定
価
格
が
１
千
万
円
以
上
の
入
札

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

管
理
課　

管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
７
３

市
営
墓
地
の
空
き
状
況

　
（
８
月
末
日
時
点
）

◇
馬
場
崎
墓
地　

34
区
画

◇
中
央
墓
園　

65
区
画

◇
夕
日
ヶ
丘
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

　

18
区
画

※
空
き
区
画
は
新
規
の
申
し
込
み
や

　

墓
地
区
画
の
返
還
に
よ
り
変
動
し

　

ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

　

載
し
て
い
ま
す
。

※
市
営
墓
地
以
外
の
場
所
で
の
墓
地

　

の
新
設
や
既
設
墓
地
な
ど
の
区
域

　

を
変
更
・
廃
止
を
す
る
場
合
は
、

　

法
律
で
許
可
が
必
要
で
す
。
許
可

　

を
得
な
い
で
新
設
す
る
と
、
使
用

　

を
制
限
も
し
く
は
禁
止
す
る
こ
と

　

が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

都
市
整
備
課　

都
市
政
策
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
６
５

informationinformation

有　

料　

広　

告

作業名 標準額（税込み） 摘要

耕
う
ん

水田一般 6,700円
10アール当たり水田ほ場整備地 6,500円

畑 9,000円

稲
刈
り

バインダー 15,000円 10アール当たり
（ひも込み）

コンバ
イン

水田一般 32,000円 10アール当たり
（乾燥込み）水田ほ場

整備地 31,000円

脱　穀 550円 もみ30kg 当たり
一般労務 900円 1時間当たり

工事名（業務名） 落札額（落札率） 落札者
外江町汚水枝線（その17）工事 46,288千円（99.9%） ㈲角建設

竹内団地汚水枝線工事 14,036千円（99.9%） ㈱西村工業

外江町汚水枝線（その20）工事 47,498千円（90.5%） 佐藤産業㈲
境96号線ほか
1路線改良工事 11,000千円（99.7%） ㈲佐藤建設

余子148号線改良工事 15,676千円（99.0%） ㈲隼建設
余子155号線ほか
1路線改良工事 16,874千円（99.9%） ㈱西村工業

境中央公園改修測量
設計業務委託 18,590千円（93.4%） シンワ技研コンサル

タント㈱ 境港営業所
竜ヶ山公園整備測量
設計業務委託 22,880千円（93.3%） ㈱ウエスコ

境港営業所
外江町汚水枝線 (その 18) 工事 62,920千円（91.4%） ㈱木下建設

外江町汚水枝線 (その 22) 工事 49,995千円（90.6%） 佐藤産業㈲
路面性状調査及び

舗装修繕計画更新業務 9,013千円（78.6%） ㈱ノア技術コンサル
タント 広島営業所

外江町汚水枝線 (その 19) 工事 41,580千円（91.0%） ㈲足立組
渡中浦水門連絡線舗装修繕
（その1）外工事 33,660千円（97.5%） ㈲足立道路

困ったら一人で悩まず行政相談
　総務省の行政相談は、国など役所
の仕事や暮らしの不便について、「こ
んなことで困っている」、「こうして
ほしい」、「相談先や制度が分からな
い」などの相談にお答えする制度で
す。
　境港市担当の行政相談委員（総務
大臣が委嘱）は、以下のとおり行政
相談所を開設し、皆さんからの相談
を受け付けています。

▼と　き　　10月13日（金）
　午後１時30分～３時30分

▼ところ　老人福祉センター
※11月以降も第２金曜日に開設し　
　ています。

▼問い合わせ先
　秘書広報課　広報広聴係
　　　　　　　☎47‐１０１０

17　令和５年10月



健
康
ま
つ
り

〜
み
ん
な
で
ニ
コ
ニ
コ
健
康
づ
く
り
！

さ
っ
と
気
軽
に
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
〜

▼
と　

き　

11
月
26
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

【
骨
密
度
講
演
会
（
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
は
み

ん
な
の
願
い
〜
骨
卒
中
を
予
防
し
よ
う
〜
）】

◇
と　

き　

午
前
９
時
〜
10
時
30
分

◇
定　

員　

50
人
（
要
予
約
）

◇
座　

長　

森
脇
健
太
さ
ん

　
（
も
り
わ
き
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

◇
講　

師　

萩
野
浩
さ
ん

　
（
独
立
行
政
法
人
労
働
者
健
康
安

全
機
構
山
陰
労
災
病
院
副
院
長
）

【
親
子
運
動
遊
び
教
室
】

　

子
供
と
一
緒
に
で
き
る
身
体
を

使
っ
た
遊
び
の
教
室
で
す
。

◇
と　

き　

午
前
11
時
〜
11
時
45
分

◇
対　

象　

年
長
〜
小
学
校
3
年
生

◇
定　

員　

10
組
（
要
予
約
）

◇
講　

師　

身
崎
徳
郎
さ
ん

　
（（
株
）
ル
ネ
サ
ン
ス
）

【
催
し
物
】

◇
と　

き　

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
20
分

・
測
定
会

　

血
管
年
齢
＆
脳
年
齢
測
定

※
定
員
35
人
（
要
予
約
）

・
骨
密
度
測
定
（
み
な
と
テ
ラ
ス
）

・
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク

・
お
た
の
し
み
（
食
品
販
売
）

【
体
験
・
相
談
会
】

・
濃
い
味
、
薄
味
塩
分
チ
ェ
ッ
ク

　
　

色
々
な
塩
分
の
み
そ
汁
を
飲
み

　

比
べ
て
み
よ
う

・
サ
ッ
と
！
簡
単
！
食
事
チ
ェ
ッ
ク

　

と
栄
養
相
談
☆

　
　

あ
な
た
の
食
事
の
栄
養
バ
ラ
ン

　

ス
を
気
軽
に
サ
ッ
と
チ
ェ
ッ
ク
で

　

き
ま
す

【
展
示
コ
ー
ナ
ー
】

・
健
康
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

・
作
品
展
示
（
こ
ど
も
が
つ
く
る
☆
お

　

う
ち
ご
は
ん
、
こ
ど
も
が
考
え
る
レ

　

シ
ピ
、
食
生
活
改
善
推
進
員
活
動
）

・
健
康
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
（
禁
煙
チ
ャ

　

レ
ン
ジ
、
８
０
０
０
歩
／
日

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
）

・健
康
に
関
す
る
本
の
展
示（
市
民
図
書
館
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
づ
く
り
推
進
課　

健
診
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
１

て
ぬ
ぐ
い
ひ
ら
ひ
ら
２
０
２
３

　
伯
州
綿
を
使
用
し
た
手
ぬ
ぐ
い
「
境

港
手
拭
」
の
完
成
を
機
に
２
０
１
７
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
本
イ
ベ
ン
ト
は
、
今

年
で
７
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

▼
と　

き　

　

11
月
３
日
（
金
・
祝
）、４
日
（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

海
と
く
ら
し
の
史
料
館

　
（
期
間
中
入
場
無
料
）

▼
内　

容

◇
全
国
各
地
の
手
ぬ
ぐ
い
の
展
示
・
販
売

◇
渡
、
上
道
小
学
校
３
年
生
の
児
童

　

が
紙
す
き
を
し
て
作
っ
た
和
紙
の

　

作
品
展
示

◇
マ
ル
シ
ェ

◇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

農
政
課　

農
業
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
９

【
同
時
開
催
】

▼
手
織
工
房
「
藍あ
じ
さ
い

慈
彩
」
作
品
展

　

マ
フ
ラ
ー
、袋
物
、伯
州
綿
を
使
っ

た
製
品
な
ど
、
会
員
に
よ
る
作
品
を

展
示
・
販
売
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

手
織
工
房
「
藍あ
じ
さ
い

慈
彩
」
大
西
さ
ん

☎
０
９
０
‐
７
８
９
５
‐
６
１
１
７

第
37
回
境
港
水
産
ま
つ
り

▼
と　

き　

10
月
８
日
（
日
）

　

午
前
８
時
〜
午
後
1
時

▼
と
こ
ろ　

　

県
営
境
港
水
産
物
地
方
卸
売
市
場

周
辺
（
昭
和
町
）

▼
内　

容
（
予
定
）

◇
鮮
魚
・
水
産
加
工
品
・
飲
食
な
ど

　

の
販
売

◇
ふ
る
ま
い
コ
ー
ナ
ー

◇
娯
楽
コ
ー
ナ
ー
（
セ
リ
即
売
体
験
、

　

マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
な
ど
）

◇
水
産
学
習
コ
ー
ナ
ー

◇
豪
華
賞
品
の
当
た
る
大
抽
選
会

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
一
社
）
境
港
水
産
振
興
協
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
６
６
６
８

み
な
〜
と
カ
フ
ェ

【
第
９
回
自
然
を
楽
し
む
菜
園
講
座
】

『
生
ゴ
ミ
堆
肥
の
活
用
で
元
気
な
野
菜
栽
培
』

〜
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
野
菜
や
花
栽
培
に
も
〜

　

今
回
は
、
生
ゴ
ミ
堆
肥
を
使
っ
た

野
菜
作
り
を
学
び
ま
す
。
生
ゴ
ミ
堆

肥
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
初
め
て
の

人
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

10
月
15
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

渡
部
敏
樹
さ
ん

　
（
自
然
農
法
園
さ
か
い
夢
の
浜
代
表
）

▼
定　

員　

30
人

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。　

▼
申
込
期
限　

10
月
12
日
（
木
）　

【
笑
い
ヨ
ガ
で
元
気
に
な
ろ
う
！
】

〜
心
も
体
も
に
っ
こ
り
〜

　

今
回
は
笑
い
と
ヨ
ガ
の
呼
吸
法
を

取
り
入
れ
た
イ
ン
ド
発
祥
の
『
笑
い

ヨ
ガ
』
で
心
身
と
も
に
健
康
に
過
ご

せ
る
体
操
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
笑
っ
て
免
疫
力
を
高
め
ま
し
ょ

う
！
動
き
や
す
い
服
装
で
お
出
掛
け

下
さ
い
。

▼
と　

き　

10
月
19
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
講　

師　

◇
今
岡
百
合
子
さ
ん

◇
影
山
露
子
さ
ん

　
（
山
陰
笑
い
ヨ
ガ
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）

▼
定　

員　

25
人

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
込
期
限　

10
月
17
日
（
火
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
２
０
４

第
９
回
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

　

戦
争
に
ま
つ
わ
る
展
示
や
体
験
を

通
し
て
平
和
の
大
切
さ
を
考
え
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き　

　

10
月
28
日
（
土
）、
29
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

▼
入
場
料　

無
料

▼
内　

容　

◇
展
示
「
新
し
い
戦
前
」
を
考
え
る

　

戦
争
遺
品
、
原
爆
絵
・
写
真
な
ど

・
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
30
分

・
午
後
４
時
〜
５
時

※
体
験
を
語
る
会
、
講
演
会
の
時
間
は

　

展
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◇
戦
争
体
験
を
語
る
会

　

28
日
（
土
）
午
後
２
時
〜
４
時

◇
講
演
会

　
「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
に
つ
い
て
」

　

29
日
（
日
）
午
後
２
時
〜
４
時

・
講　

師　

竹
内
勝
さ
ん

　
（
抑
留
者
の
孫
、
境
港
歴
史
楽
会

　

会
員
）

◇
バ
ザ
ー

※
利
用
時
間
は
展
示
と
同
じ

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
事
務
局

　

永
見
さ
ん

☎
０
９
０
‐
３
６
３
７
‐
０
３
６
２

informationinformation
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第
１
回
境
港
市
民
音
楽
祭

　

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
生
の
音

楽
や
ダ
ン
ス
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

【
10
月
14
日
（
土
）、
15
日
（
日
）】

◇
と
こ
ろ　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
ジ
ャ
ン
ル　

軽
音
楽
・
ダ
ン
ス
・

　

声
楽
・
ピ
ア
ノ
・
吹
奏
楽

【
11
月
４
日
（
土
）、
５
日
（
日
）】

◇
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

◇
ジ
ャ
ン
ル　

声
楽
・
合
唱
・
ク
ラ

　

シ
ッ
ク
・
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

※
詳
細
は
文
化
振
興
財
団
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
入
場
料
（
４
日
間
共
通
）

　

５
０
０
円
（
高
校
生
以
下
無
料
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
０
０
０

文
化
ホ
ー
ル「
和
の
玉
手
箱
」

〜
来
て
観
て
発
見
！
伝
統
を
楽
し
む
一
日
〜

▼
と　

き

10
月
29
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

文
化
ホ
ー
ル

▼
内　

容

◇
日
本
舞
踊
家
「
花
柳
琴
臣
さ
ん
」、

　

マ
リ
ン
バ
「
小
川
智
也
さ
ん
」、

　

ソ
プ
ラ
ノ
「
足
立
彩
紀
子
さ
ん
」

　

の
共
演

◇
紅
扇
会
（
日
本
舞
踊
）
と
歓
（
箏

　

と
ピ
ア
ノ
）
の
踊
り
と
演
奏

◇
創
作
人
形
作
家「
安
部
朱
美
さ
ん
」

　

作
品
展
示

◇
弓
浜
絣
の
展
示

◇
「
こ
ど
も
茶
席
」

　
（
あ
ま
り
こ
子
ど
も
茶
道
教
室
）

　

抹
茶
一
服
１
０
０
円（
お
菓
子
付
）

◇
隈
取
り
体
験
・
日
本
舞
踊
体
験

　
（
要
予
約　

各
定
員
20
人
）

◇
そ
の
他
、
藍あ
じ
さ
い

慈
彩
の
手
芸
作
品
展

　

示
と
販
売　

ほ
か

▼
チ
ケ
ッ
ト
料
金　

１
５
０
０
円

　
（
高
校
生
以
下
・
外
国
人
無
料
）

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
文
化
振
興
財

　

団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

　

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

文
化
振
興
財
団

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
０
０
０

米
子
駐
屯
地
創
設
73
周
年
記
念
行
事

　

米
子
駐
屯
地
が
一
般
開
放
さ
れ
、

観
閲
行
進
、
自
衛
隊
車
両
や
戦
車
の

体
験
試
乗
、
ヘ
リ
等
装
備
品
展
示
な

ど
本
物
が
体
験
で
き
ま
す
。

▼
と　

き

10
月
15
日
（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

陸
上
自
衛
隊
米
子
駐
屯
地

※
駐
屯
地
の
近
傍
に
駐
車
場
を
準
備

　

し
て
い
ま
す
が
、
数
に
限
り
が
あ

　

る
た
め
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

米
子
駐
屯
地

　

広
報
室　
　
　

☎
29
‐
２
１
６
１

米
子
鬼
太
郎
空
港

空
の
日
イ
ベ
ン
ト
２
０
２
３

　

毎
年
９
月
20
日
は
空
の
日
。
今
年

は
６
年
ぶ
り
に
、
空
の
日
に
ち
な
ん

だ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と　

き

10
月
21
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

▼
と
こ
ろ　

米
子
鬼
太
郎
空
港

※
当
日
は
、
駐
車
場
が
混
雑
す
る
た

　

め
、
Ｊ
Ｒ
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

　

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
、
米
子
鬼
太

　

郎
空
港
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
「
空
の
日
」・

　
「
空
の
旬
間
」

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
　

☎
45
‐
６
１
２
１

第
３
回
日
本
伐
木
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

鳥
取

　

日
本
全
国
か
ら
林
業
で
働
く
チ
ェ

ン
ソ
ー
マ
ン
た
ち
が
集
い
、
技
術
を

競
う
大
会
が
、
大
山
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
特
設
会
場
で
大
き
な
木
を
倒
す

光
景
は
迫
力
満
点
で
す
。
当
日
は
子

ど
も
た
ち
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
や

飲
食
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。(
入
場

無
料)

▼
と　

き

◇
10
月
28
日
（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

◇
10
月
29
日
（
日
）

　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

大
山
槇
原
駐
車
場

(

鳥
取
県
西
伯
郡
大
山
町
赤
松
字

上
槇
原
５
６
８
‐
２)

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
（
公
財
）
鳥
取
県
林
業
担
い
手
育

成
財
団　

　
　

☎
０
８
５
７
‐
28
‐
０
１
２
３

つ
な
が
る
マ
ル
シ
ェ

え
る
・
も
ー
る
２
０
２
３

　

２
０
１
８
年
か
ら
開
催
し
て
い
る

「
つ
な
が
る
マ
ル
シ
ェ
」
が
今
年
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

会
場
で
は
県
西
部
圏
域
各
市
町
村

の
特
産
品
販
売
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
観
光
Ｐ
Ｒ
な
ど
盛
り
沢
山
。
ま

た
、米
子
グ
ラ
ン
マ
ル
シ
ェ
、地
ビ
ー

ル
フ
ェ
ス
タ
も
同
日
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
と　

き

10
月
28
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

ひ
ま
わ
り
駐
車
場

（
米
子
市
角
盤
町
え
る
・
も
ー
る
一
番
街
）

▼
内　

容

◇
ブ
ー
ス

　
　

農
産
品
・
農
水
産
加
工
物
・
物

　

産
な
ど
の
物
販

◇
情
報
発
信
コ
ー
ナ
ー

　
　

各
市
町
村
の
Ｐ
Ｒ
情
報
や
観
光

　

情
報
な
ど
を
発
信

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
「
つ
な
が
る
マ
ル
シ
ェ
in
え
る
・

も
ー
る
」
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
０
６
６
１

第　

回
高
齢
者
に
よ
る
高
齢
者

の
た
め
の
交
通
安
全
川
柳
大
会

　
「
高
齢
者
の
交
通
安
全
」
に
関
す

る
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

※
夜
光
反
射
材
の
着
用
促
進
、
高
齢

　

者
の
交
通
安
全
な
ど
を
テ
ー
マ
と

　

す
る
も
の
。

▼
応
募
資
格

　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

▼
応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
応
募
箱
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
用
紙
・
応
募
箱
設
置
所

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
長
寿
社
会

課
、
境
港
警
察
署
、
各
地
区
公
民
館

▼
募
集
期
間

10
月
２
日（
月
）〜
11
月
24
日（
金
）

▼
そ
の
他

◇
提
出
さ
れ
た
川
柳
の
中
か
ら
、
最

　

優
秀
作
品
１
つ
と
優
秀
作
品
２
つ

　

を
選
考
し
ま
す
。

◇
最
優
秀
作
品
お
よ
び
優
秀
作
品
は

　

１
月
号
市
報
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

◇
そ
の
他
の
作
品
は
、
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

防
災
危
機
管
理
課　

防
災
危
機
管

理
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
２
４

informationinformation
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第
４
次
境
港
市
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
（
案
）
へ
の
意
見

　

性
別
に
か
か
わ
り
な
く
誰
も
が
個

性
と
能
力
を
発
揮
し
、
活
躍
で
き
る

社
会
を
目
指
し
て
、
施
策
の
基
本
的

方
向
な
ど
を
示
し
た
「
第
４
次
境
港

市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
」
の
策

定
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

▼
計
画
案
の
公
開
場
所

　

総
合
政
策
課
、
各
公
民
館
、
な
ぎ

さ
会
館
、
し
お
さ
い
会
館
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

▼
提
出
方
法

　

意
見
、
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を

明
記
し
、
持
参
、
郵
送
、
電
子
メ
ー

ル
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
い
ず
れ
か

▼
募
集
期
限

10
月
24
日
（
火
）

▼
意
見
へ
の
回
答

　

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
が
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
討
内
容
な
ど
を

公
開
し
ま
す
。

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
６
８
４
‐
８
５
０
１

　

境
港
市
上
道
町
３
０
０
０
番
地

　

総
合
政
策
課　

人
権
政
策
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
１
０
２

　
　
　
　
　
　
　
　

44
‐
３
０
０
１

sougouseisaku@city.sakaiminato.lg.jp

境
港
市
移
住
者
交
流
会

　

市
内
に
移
住
さ
れ
た
人
が
仲
間
づ

く
り
を
す
る
機
会
と
し
て
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。
移
住
さ
れ
た
人
、
移

住
者
と
の
交
流
に
関
心
の
あ
る
人
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き

10
月
20
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

伯
州
綿
畑

　
（
文
化
ホ
ー
ル
東
側
）

▼
内　

容

◇
伯
州
綿
収
穫
・
綿
繰
り
体
験

◇
移
住
者
と
の
交
流

▼
募
集
人
数

15
人
程
度

▼
参
加
費　
　

無
料

▼
申
込
期
限

10
月
17
日
（
火
）　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
政
策
課　

政
策
企
画
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
４

境
の
さ
か
な
捌
き
方
教
室

　

さ
か
な
を
捌
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
、

調
理
時
間
も
楽
し
く
な
り
、
さ
か
な

料
理
も
さ
ら
に
美
味
し
く
感
じ
ま
す
。

　

今
回
は
、
さ
か
な
を
捌
く
こ
と
を

中
心
に
、
境
港
の
水
産
業
に
つ
い
て

も
学
べ
る
教
室
で
す
。

▼
対　

象

市
内
に
お
住
い
の
18
歳
以
上
の
人

で
、
３
回
参
加
出
来
る
人

▼
と　

き

◇
１
回
目　

11
月
25
日
（
土
）

◇
２
回
目　

12
月
16
日
（
土
）

◇
３
回
目　

来
年
１
月
20
日
（
土
）

　

３
回
と
も
午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

お
さ
か
な
パ
ー
ク　

調
理
室

　
（
県
営
境
港
水
産
物
地
方
卸
売
市

場
２
号
上
屋
内　

昭
和
町
９
‐
７
）

▼
参
加
費
（
３
回
分
）

　

１
人
あ
た
り
１
５
０
０
円

▼
募
集
人
数

12
人

※
募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は
抽
選

　

で
決
定
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ

　

リ
の
場
合
、
参
加
者
氏
名
、
住
所
・

　

電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限

10
月
20
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

水
産
商
工
課　

水
産
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
５
５

　
　
　
　
　
　
　
　

44
‐
７
９
５
７

suisan@
city.sakaim

inato.lg.jp
精
神
障
が
い
者
当
事
者
会

「
み
ん
な
で
集
ま
ろ
う
」

▼
対　

象

　

市
内
に
お
住
ま
い
で
、
精
神
疾
患

の
診
断
の
あ
る
人

▼
内　

容　

学
習
会

　

先
生
へ
の
質
問
形
式
（
病
気
や
内

服
薬
に
つ
い
て
、
不
安
の
解
消
方
法

な
ど
、
普
段
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
相
談
で
き
ま
す
）

▼
と　

き

10
月
10
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
健
康
相
談
室

▼
講　

師　

植
田
俊
幸
さ
ん

　
（
鳥
取
医
療
セ
ン
タ
ー
精
神
科　

医
師
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課　

地
域
保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
３

精
神
障
害
者
家
族
会

「
こ
こ
ろ
の
学
習
会
」

　

広
汎
性
発
達
障
害
、
う
つ
病
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
診
断
さ
れ
、
障
が
い
と
向

き
合
い
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験

を
さ
れ
て
き
た
実
体
験
に
つ
い
て
、

お
話
を
さ
れ
ま
す
。

▼
と　

き

10
月
29
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ

　

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
講
堂　

▼
テ
ー
マ　
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

▼
講　

師

◇
ま
つ
か
わ
と
も
み
さ
ん

◇
安
達
賢
さ
ん

　
（（
株
）
サ
ン
ラ
イ
ズ
さ
ん
こ
う
）

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課　

地
域
保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
３

歯
科
衛
生
士

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修
会

▼
対　

象

　

歯
科
衛
生
士
の
免
許
が
あ
り
、
県

内
就
職
を
ご
希
望
の
人
（
県
外
在
住

者
で
も
可
）

▼
内　

容

　

歯
科
衛
生
士
と
し
て
再
就
職
し
た

い
人
向
け
の
講
習
、
交
流
会

▼
と　

き

11
月
12
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

西
部
歯
科
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

オ
ン
ラ
イ
ン
（
ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

▼
参
加
費　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
応

募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
西
部
歯
科
医
師
会　

　

歯
科
保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
33
‐
３
８
６
４

　
　
　
　
　
　
　
　

33
‐
３
９
２
５

体
育
館
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
無
料
開
放

▼
と　

き

10
月
９
日
（
月
・
祝
）

①
市
民
体
育
館

　

午
前
９
時
〜
午
後
10
時

②
中
央
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。
当
日
に
お

　

越
し
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
６
７
７
０

informationinformation

応募
フォーム

FAX

Mail

FAX

Mail

FAX

ホームページ
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バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

▼
対　

象

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
社
会
人

▼
と　

き

11
月
５
日（
日
）〜
11
月
30
日（
木
）

の
毎
週
木
・
日
曜
日
（
８
回
）

　

午
後
８
時
〜
10
時

▼
と
こ
ろ　

第
２
市
民
体
育
館

▼
定　

員

25
人
程
度
（
先
着
順
）

▼
参
加
費

　

２
５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

※
申
し
込
み
と
同
時
に
持
参

▼
準
備
品

　

運
動
が
で
き
る
服
装
、
上
履
き
、

ラ
ケ
ッ
ト

▼
申
込
期
限

10
月
27
日
（
金
）

▼
申
し
込
み
先

◇
フ
タ
バ
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
５
１
７
１

◇
ス
ミ
モ
ト
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
　
　
　

☎
45
‐
０
３
２
６

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会　

真
栄
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
４
７
１
３

公
用
車
の
売
却

　

不
要
と
な
っ
た
公
用
車
を
一
般
競

争
入
札
に
よ
り
売
却
し
ま
す
。
入
札

参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
所
定

の
申
込
書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

▼
売
却
車
両

【
車
名
】
ダ
イ
ハ
ツ　

ハ
イ
ゼ
ッ
ト

【
初
年
度
登
録
】
平
成
13
年
６
月

【
用
途
・
形
状
】
貨
物
・
ダ
ン
プ

【
駆
動
方
式
】
４
Ｗ
Ｄ

【
変
速
装
置
】
５
Ｍ
Ｔ

【
走
行
距
離
】
１
０
４
６
５
４
㎞

【
車
検
有
効
期
間
】
車
検
切
れ

【
そ
の
他
】
走
行
は
で
き
ま
す
が
、

各
所
に
劣
化
が
見
ら
れ
る
た
め
、
状

態
を
実
際
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
・
車
両
公
開
期
限

10
月
16
日
（
月
）

▼
入
札
日
・
会
場

10
月
31
日
（
火
）
午
前
10
時

　

市
役
所　

第
一
会
議
室

▼
入
札
説
明
書
配
布
場
所

　

生
涯
学
習
課
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
で
き
ま
す
）

▼
申
込
書
類
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

文
化
体
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
９
３

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー

　

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
実
現

を
目
指
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

▼
テ
ー
マ

コ
ー
チ
ン
グ
を
使
っ
て
、
社
内
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
よ
う
！

▼
と　

き

10
月
27
日
（
金
）

　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
立
図
書
館　

２
階
研
修
室

▼
講　

師　

笠
木
理
恵
さ
ん
（
生
涯

学
習
開
発
財
団
認
定
マ
ス
タ
ー
コ
ー
チ
）

▼
参
加
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

　

電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
専

用
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

▼
申
込
期
限

10
月
26
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所
み

な
く
る
米
子　
　

☎
31
‐
８
７
８
５

　
　
　
　
　
　
　
　

21
‐
０
０
３
４

職
業
訓
練

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
安
定
し
た

就
職
を
目
指
す
方
に
向
け
た
職
業
訓

練
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

▼
訓
練
科

　

実
務
で
使
え
る
ｗ
ｅ
ｂ
ク
リ
エ
イ

タ
ー
＆
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
実
践
科

▼
概　

要

　

Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ
と
Ｃ
Ｓ
Ｓ
な
ど
に
つ
い

て
学
び
、
ノ
ー
コ
ー
ド
ツ
ー
ル
や
Ｃ

Ｍ
Ｓ
管
理
技
術
を
習
得
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
制
作
が
で
き
る
人
財
と
な
る
。

▼
と　

き

10
月
27
日
（
金
）
〜

　

来
年
１
月
31
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

株
式
会
社
ス
ペ
ッ
ク

※
無
料
駐
車
場
有

▼
定　

員

14
人

▼
申
込
期
限

10
月
16
日
（
月
）
正
午

▼
受
講
料　

無
料

（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
は
実
費
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
子
（
米
子
公
共

職
業
安
定
所
）　

☎
33
‐
３
９
１
１

納
税
相
談

　

災
害
、
病
気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
市
税
を

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

申
請
に
よ
り
差
押
え
や
財
産
の
換
価

（
売
却
）
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
夜
間
の
納
税
相
談
（
要
予
約
）】

　

夜
間
の
納
税
相
談
を
ご
利
用
さ
れ

る
場
合
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。

　

仕
事
な
ど
で
、
平
日
の
昼
間
に
市

税
の
納
付
や
相
談
に
来
ら
れ
な
い
と

き
は
、
相
談
日
の
前
日
（
休
日
を
除

く
）
ま
で
に
収
税
課
に
ご
予
約
の
う

え
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

◇
10
月
31
日
（
火
）

◇
11
月
30
日
（
木
）

　

午
後
５
時
15
分
〜
８
時

※
予
約
者
の
相
談
が
終
わ
り
次
第
終

　

了
し
ま
す
。
ま
た
、
予
約
が
な
い

場
合
、納
税
相
談
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

▼
と
こ
ろ　

収
税
課
窓
口

▼
取
り
扱
い
税
目

　

個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽

自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
法

人
市
民
税

※
納
税
通
知
書
な
ど
を
紛
失
し
、
納
め

　

る
金
額
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
あ
ら

　

か
じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

収
税
課　

滞
納
整
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
２
０

妊
活
相
談
会

【
お
子
さ
ん
を
希
望
さ
れ
る
人
の
相
談
日
】

　

不
妊
治
療
の
内
容
や
費
用
、
市
が

行
う
補
助
制
度
な
ど
、
妊
活
に
関
す

る
内
容
だ
け
で
な
く
、
子
育
て
に
関

す
る
こ
と
や
月
経
痛
、
生
理
不
順
、

女
性
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
幅
広
く

ご
相
談
で
き
ま
す
。

▼
対　

象

　

お
子
さ
ん
を
ご
希
望
の
人
、
妊
婦
、

子
育
て
で
お
悩
み
の
人
な
ど

▼
と　

き

11
月
１
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り

▼
相
談
担
当
者　

飯
塚
敏
子
さ
ん

（
ミ
オ
・
フ
ァ
テ
ィ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

助
産
師
・
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
費　

用　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
推
進
課　

地
域
保
健
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
47
‐
１
０
４
３

informationinformation

相
談
相
談

専用ページ
FAX

21　令和５年10月



暮
ら
し
・
経
営
な
ん
で
も
相
談

10
分
野
の
専
門
家
（
士
業
）
が
一

堂
に
会
し
、
暮
ら
し
・
経
営
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
応
え
ま
す
。

▼
と　

き

10
月
９
日
（
月
・
祝
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　

５
階
会
議
室

▼
相
談
料　

無
料

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

鳥
取
県
弁
護
士
会

　
　

☎
０
８
５
７
‐
22
‐
３
９
１
２

調
停
手
続
き
相
談
会

　

お
金
や
土
地
、
建
物
の
ト
ラ
ブ
ル

な
ど
の
民
事
上
の
争
い
ご
と
、
夫
婦

間
の
問
題
、
遺
産
分
割
な
ど
の
家
庭

内
の
も
め
ご
と
に
つ
い
て
、
調
停
委

員
が
調
停
手
続
き
の
利
用
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と　

き

10
月
29
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ

　

米
子
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー　

　

会
議
室

▼
主　

催

　
（
公
財
）
日
本
調
停
協
会
連
合
会

　

米
子
地
区
調
停
協
会

▼
後　

援　

最
高
裁
判
所

▼
問
い
合
わ
せ
先

鳥
取
地
方
裁
判
所　

米
子
支
部
庶
務
課　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
22
‐
２
２
０
５

日
曜
労
働
相
談
会（
秘
密
厳
守
）

　

解
雇
、
雇
止
め
、
賃
金
未
払
い
、

労
働
時
間
、
有
給
休
暇
、
パ
ワ
ー
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
労
働
問
題
全
般

に
関
す
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

（
弁
護
士
、
社
労
士
な
ど
の
関
係
機

関
が
応
対
）

▼
と　

き

10
月
29
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
完
全
予
約
制

▼
と
こ
ろ

　

国
際
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ラ
ザ

▼
相
談
料　

無
料

▼
申
込
期
限

10
月
25
日
（
水
）
午
後
５
時
15
分

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

労
使
ネ
ッ
ト
と
っ
と
り

　
（
県
労
働
委
員
会
）

　
　

☎
０
１
２
０
‐
77
‐
６
０
１
０

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

　
「
自
分
に
は
ど
ん
な
職
業
が
向
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
」「
働
く
た
め

の
一
歩
が
踏
み
出
せ
な
い
」
な
ど
、

今
の
思
い
を
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対　

象

　

お
お
む
ね
15
〜
49
歳
の
お
仕
事
を

探
し
て
い
る
人
や
そ
の
家
族

▼
と　

き

10
月
13
日
（
金
）・
27
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

※
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

※
当
日
の
マ
ス
ク
着
用
は
、
個
人
の

　

判
断
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
と
こ
ろ

　

市
役
所　

第
２
会
議
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
21
‐
５
６
７
８

商
工
会
議
所　

相
談
会

【
経
営
相
談
会
】

▼
相
談
内
容

　

創
業
、
販
路
拡
大
、
Ｉ
Ｔ
活
用
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
、
資
金
繰
り

改
善
、
新
商
品
開
発
各
種
デ
ザ
イ
ン

（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
）、
補
助
金
活
用
、
税
務
・
会
計

な
ど

▼
と　

き

10
月
10
日
（
火
）　

　

午
後
１
時
〜
４
時

※
11
月
以
降
も
毎
月
第
２
火
曜
日
に

　

開
催
し
ま
す
。

※
開
催
日
の
２
日
前
ま
で
に
、
電
話

　

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
先
着
順
）

▼
相
談
員

　

鳥
取
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

【
事
業
承
継　

個
別
相
談
会
】

　

事
業
を
引
き
継
ぎ
た
い
が
手
続
き

が
複
雑
そ
う
、
後
継
者
が
い
な
い
が

会
社
は
存
続
さ
せ
た
い
。

　

市
と
商
工
会
議
所
で
は
、
事
業
主

の
皆
さ
ん
が
抱
え
る
事
業
承
継
の
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
関
す
る
個
別
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
会
社
の
将
来
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
と　

き　

10
月
19
日
（
木
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

　
（
完
全
予
約
制
）

※
11
月
以
降
も
毎
月
第
３
木
曜
日
に

　

開
催
し
ま
す
。

※
開
催
日
の
前
日
ま
で
に
、
電
話
に

　

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
先
着
２
人
）

▼
相
談
員

　

鳥
取
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援

セ
ン
タ
ー
（
国
が
設
置
す
る
公
的
相

談
窓
口
）
の
専
門
相
談
員

【
共
通
事
項
】

▼
と
こ
ろ

　

境
港
商
工
会
議
所　

２
階
相
談
室

▼
相
談
料　

無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

境
港
商
工
会
議
所　

相
談
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
１
１
１
１

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
出
張
！
お
仕
事
相
談
会
in
み
な
と

テ
ラ
ス
】

　

就
職
や
転
職
、
求
人
票
の
内
容
な

ど
に
つ
い
て
個
別
に
相
談
を
受
け
付

け
る
ほ
か
、
求
人
情
報
検
索
や
職
業

適
性
診
断
な
ど
が
で
き
ま
す
。

▼
と　

き

10
月
28
日
（
土
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

※
事
前
予
約
は
27
日（
金
）ま
で
で
す
。

　

当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
予
約

　

を
優
先
し
ま
す
。

【
転
職
サ
ポ
ー
ト
！
お
仕
事
相
談
会
】

　

転
職
検
討
中
の
人
向
け
の
お
仕
事

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

求
人
情
報
や
転
職
時
期
な
ど
に
つ

い
て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
と
こ
ろ

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
生
涯
現
役
お
仕
事
相
談
日
】

60
歳
以
上
の
人
の
雇
用
の
場
を
提

供
す
る
生
涯
現
役
お
仕
事
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
と　

き　

毎
週
月
〜
土
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
と
こ
ろ

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

【
お
仕
事
相
談
会
in
プ
ラ
ン
ト
５
】

　

正
規
雇
用
へ
の
転
職
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
、
お
仕
事
の
こ
と

な
ら
何
で
も
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と　

き

10
月
10
日
（
火
）、
24
日
（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｔ
5　

境
港
店

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
境
港
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

☎
44
‐
３
３
９
５

informationinformation

～まちの話題～
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～まちの話題～～まちの話題～

地域課題の解決へ
　　　～「みなとフィールドスタディ・キャンプ」開催～
探究型地域課題解決プログラム「みなとフィールドスタ
ディ・キャンプ」を、８月４日（金）、５日（土）の２日
間、市民交流センターで開催しました。集まったのは、中学
生、高校生、大学生の総勢28人。生徒と大学生は数名のチ
ームになって市内の事業所や施設を訪問し、「仕事」を通し
て地域で活躍する人の思いや地域の課題を聴き取ったうえ
で、生徒が解決方法を考え発表しました。
　「お魚ロードの活性化のため、空家を利用したカフェを作
り、海をテーマにした商品を作りたい」「酒粕を利用したス
イーツを考案し、販売を通して地域に仕事を作り出したい」
「人材確保のため、学校の授業をサポートすることで認知度
を上げる」など、生徒目線で、実行も可能なアイデアもたく
さん出されました。
　商品開発チームの一つは、秋の公民館まつりでカフェを出
店するというプロジェクトを立ち上げました。生徒たちの今
後の活躍が楽しみですね！

新１年生の健康診断
令和６年４月から小学校に入学するお子さまの健康診断を行います。保護者に９月中旬に送付しました「就学時健

康診断通知」を確認のうえ、指定された会場（各小学校）で受けてください。
　また、会場では教育相談も行いますので、お気軽にご相談ください。

▼対　象　平成29年４月２日～平成30年４月１日生まれ

▼と　き・ところ

▼問い合わせ先　教育総務課　学事係　☎４７－１０８５

と　き 受付時間 ところ
１０月　５日（木）午後２時 午後１時３０分～１時５０分 渡小学校

１０月１８日（水）午後２時15分 午後１時４５分～２時５分 上道小学校

１１月　２日（木）午後２時 午後１時３０分～１時５０分 境小学校

１１月　８日（水）午後２時10分 午後１時３０分～２時 中浜小学校

１１月１５日（水）午後２時 午後１時３０分～１時５０分 余子小学校

１１月１６日（木）午後２時20分 午後２時　　　～２時１５分 外江小学校

ねんりんピックはばたけ鳥取2024に向けて
　　　　　　　　～eスポーツリハーサル大会開催～
第36回全国健康福祉祭～ねんりんピックはばたけ鳥取

2024～は、令和6年10月19日（土）～22日（火）の4日
間鳥取県で開催され、全国から６０歳以上の高齢者を中心に選
手が来県します。各種交流大会やイベントが開催され、世代
間・地域間交流を楽しむ総合的な祭典です。
　境港市では交流大会の種目としてソフトバレーボールとeス
ポーツが開催されます。
　９月２日（土）に市民交流センターで開催されたeスポーツ
リハーサル大会では、市民ホールの大スクリーンに写し出され
た太鼓の達人の大迫力に、参加された選手や応援団も大変盛り
上がりました。
　来年のねんりんピックは、おもてなしの心で全国から集う参
加者をお迎えし、全国に境港市をPRしてまいります。

23　令和５年10月



聖心幼稚園 にこにこひろば
【園庭開放】

▼対　象　未就園児親子
▼と　き　◇平　日　午前１０時～正午

　　　　　◇土曜日　午前９時３０分～正午
【聖心幼稚園運動会】

▼対　象　未就園児親子

▼と　き　１０月７日（土）　午前８時４５分～正午
　　　　（未就園児かけっこ予定時間午前９時３０分～１０時）

▼ところ　市民体育館
【令和６年度幼稚園説明会】　※要事前申し込み

▼対　象　未就園児親子

▼と　き　１０月２１日（土）　午前１０時～

▼ところ　本園遊戯室
【にこちゃんくらぶ】　※要事前申し込み

▼内　容　フラワーハミイさんによるリズミック

▼対　象　未就園児親子

▼と　き　１０月２５日（水）　午前１０時３０分～

▼ところ　本園遊戯室

▼持ち物　水筒、タオル、上靴、動きやすい服装

▼問い合わせ先　聖心幼稚園　☎４２－２０４０

子育て
ひろば

　内容についての詳細は、各施設に直接お問い合わせ
ください。
　記事中に特に明記がない場合、会場は問い合わせ先
と同じです。

認定こども園　美哉幼稚園　びさい交流会
【入園説明会】　※要事前申し込み

▼対　象　令和６年度入園希望者

▼と　き　１０月２１日（土）午前１０時～
【わくわくクラブ】　※要事前申し込み
　「どんぐりや落ち葉を使って工作しよう！＆美哉幼稚園
　  の給食を食べよう！」

▼対　象　未就園児親子

▼と　き　１０月２７日（金）午前１０時～お昼ごろ

▼定　員　１５組

▼申込期限　１０月２５日（水）

▼参加費　１食につき300円（給食代）
【園庭開放】

▼と　き　平日の午前中

▼問い合わせ先　美哉幼稚園　☎４２－２８３９

きらきら・ひまわり情報
【ひまわり運動会】　※要事前申し込み

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１０月１０日（火）　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼持ち物　運動ができる服装、お茶

▼定　員　２５組

▼申込期間　１０月２日（月）～９日（月・祝）

【メディア講演会】　※要事前申し込み
「メディアに頼りすぎない暮らし、子育て」
～子どもの成長発達とメディアとの関係～

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１０月１７日（火）　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼定　員　２５組

▼申込期間　１０月２日（月）～１６日（月）

【おおきくなったね！】

▼内　容　１０月生まれの誕生会、歌、絵本、
　　　　　エプロンシアター、身体計測、手形・足形

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１０月２４日（火）
　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

【いもほり】　※要事前申し込み

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１０月１８日（水）、１９日（木）
　　　　　午前１０時～１１時３０分
※雨天の場合　１０月２５日（水）、２６日（木）

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

▼持ち物　軍手、お茶、タオル、着替え、長靴

▼定　員　各日１５組

▼申込期間　１０月２日（月）～１６日（月）

【キラキラ☆まつり】　※要事前申し込み

▼対　象　乳幼児と保護者

▼と　き　１０月２７日（金）、２８日（土）
　　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼定　員　各日３０組

▼申込期間　１０月２日（月）～２０日（金）

【きらきらタイム】

▼と　き　毎週木曜日　午前１０時４５分～

▼ところ　こども支援センター「きらきら」

【ひまわりタイム】

▼と　き　毎週火曜日　午前１０時３０分～

▼ところ　地域子育て支援センター「ひまわり」

▼申し込み・問い合わせ先
　こども支援センター　「きらきら」　　☎４５－０１１６
　地域子育て支援センター「ひまわり」☎２１－８１０３
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☆おはなし広場 絵本やお話を楽しみませんか。

▼問い合わせ先　生涯学習課　生涯学習係　☎４７－１０９１

☆乳幼児健康診査・相談の日程

内　容 と　き ところ

絵本とおはなしの部屋
（おはなしポケットの会）

毎月第１土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館
毎月第３金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

絵本と紙しばいを楽しむ会
（朗読なぎさ会）

毎月第２土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館
毎月第１金曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

おしゃべりたんぽぽおはなし会
（おしゃべりたんぽぽ）

毎月第３土曜日 14：00～ 15：00 市民図書館
10月13日（金）10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

親子で絵本を楽しむ会
（境港親と子どもの劇場） 毎週水曜日 10：45～ 11：20 地域子育て支援センター「ひまわり」

内　容 と　き 対　象 ところ・問い合わせ先

６カ月児
健康診査

10月24日（火）

　12：30 ～ 13：45 の 間に、
時間差で少人数ずつ行います。
　詳しい時間については、別途
対象者へ郵送でお知らせします。

令和5年　3月生まれの乳児【ところ】
　保健相談センター
【問い合わせ先】
　健康づくり推進課
　地域保健係
　☎47－ 1042

※母子健康手帳を
　持参してください
※歯科相談希望者は
　ハブラシを持参し
　てください
　（対象：幼児）

11月30日（木） 令和5年　4月生まれの乳児

１歳６カ月児
健康診査

10月25日（水） 令和4年　3月生まれの幼児
11月29日（水） 令和4年　4月生まれの幼児

３歳児
健康診査

10月12日（木） 令和2年　7月生まれの幼児
11月  9 日（木） 令和2年　8月生まれの幼児

妊産婦・乳幼児
健康相談 10月  3 日（火）

12月  5日(火)

  9：30～正午
妊産婦・乳幼児と保護者

離乳食講習会 （５～８カ月児）10：00～
（９カ月～１歳６カ月児）11：00～

子育て相談

毎日　8：30～ 17：15
※こども支援センター「きらきら」は、
　土・日曜日・祝祭日を除く
※地域子育て支援センター「ひまわり」は、
　木曜日を除く

乳幼児と保護者

「きらきら」
　☎45－ 0116
「ひまわり」
　☎21－ 8103

新米パパに贈る子育て教室
　パパの子育て術、産後のメンタルヘルスなど

▼対　象　初めてパパになる人　※要事前申し込み

▼と　き　１1月１２日（日）午後1時～３時

▼ところ　保健相談センター

▼定　員　１０人

▼申し込み方法　申し込みはQRコードから

▼申込期限　１１月８日（水）

▼問い合わせ先
　（一社）鳥取県助産師会　西江さん　☎３１－３６２４

すまいる　育成保育園
【ベビーマッサージ】　※要事前申し込み

▼対　象 未就園児親子

▼と　き　１０月１９日（木）　午前１０時～１１時

▼講　師　kizuna　折戸佳奈子さん

▼持ち物　バスタオル、水分補給の飲み物

▼定　員　６組

▼申し込み・問い合わせ先
　育成保育園　☎４４－１９５８
　公式ＬＩＮＥ ＩＤ ＠３６２ｙｇｐｒａ

Himawari cafe（ひまわりかふぇ）
フォトブースや絵本コーナー、おもちゃを用意しています。ゆっくりとお飲み物を飲みながら、保護者の方同士おしゃべり
をしたり、落ち着くひとときをお過ごしください。

▼対　象　０～１歳の未就園児親子　※要事前申し込み

▼と　き　毎月第二木曜日・第四木曜日　午前１０時～１１時３０分

▼ところ　境ひまわり保育園

▼申し込み方法　申し込みはQRコードから

▼問い合わせ先　境ひまわり保育園　☎３０－４８２３
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図 書 館 に 行 こ う ！図 書 館 に 行 こ う ！

　図書館関連 催し物

今月の新規図書
【一般書】
◇もぬけの考察(村雲菜月)
◇叩く（高橋弘希）
◇二ホンという病（養老孟司・名越康文）
◇認知症鉄道裁判事件(高井隆一)
◇さみしい夜にはペンを持て（古賀史健）
◇ダニとアレルギーの話（高岡正敏）
【児童書】
◇くるまにのって（岡本雄司）
◇しょうぼうのずかん（加藤孝一）
◇名言は役に立つ（旺文社）
◇恐竜タッグ最強王図鑑（實吉達郎）
◇化石のすべて（「化石のすべて」編集室）
◇葉っぱの地図（ヤロー・タウンゼンド）
☆貸出冊数・期間　　　１人10冊・２週間

自
然
知
能

（
外
山
滋
比
古
）

獣
の
夜

（
森
絵
都
）

ペ
ン
ギ
ン
先
パ
イ

（
上
田
一
生
）

ね
ぞ
う
プ
ロ
レ
ス

（
ひ
ら
ぎ
み
つ
え
）

市民図書館　☎４７－１０９９
◆開館時間　　　　　　　　　　　◆ホームページ
午前９時３０分～午後６時３０分
　【土・日・祝日は午後６時閉館】
◆休館日　毎月第２木曜日・月末

新刊続々　～絶賛貸し出し中～

と　き 催事名 ところ 時　間 入場料・参加費
10月 21日（土）
11月　４日（土） 古典講座「みんなで楽しく『万葉集』を読もう」

市民交流
センター 13:50～ １００円

10月 28日（土） 図書館で英語多読 市民図書館 15:30～ 16:30 無　料

お忘れなく！
 市県民税（３期）　　　　　　　　国民健康保険税（４期）
 後期高齢者医療保険料（４期）　　介護保険料（３期）
　　　　　　　　　　　　　　　　の納期限は １０月３１日（火） です。
・便利な口座振替をご利用ください。
・納期限内に納付がない場合、納期限後２０日以内に督促状を発送します。

読書週間（10月27日～11月9日）イベント

小長谷有紀氏（国立民族学博物館　名誉教授）の講演「モ
ンゴル遊牧民の生活―衣食住」をオンラインで中継します。

▼と　き　10月21日（土）　午後１時30分～

▼ところ　コワーキングルーム

▼定　員　先着15人（要申し込み）

【トークイベント「植田正治の世界（仮題）」】

▼と　き　10月28日（土）　午後２時～３時

▼ところ　ブラウジングコーナー

▼講　師　植田亨氏

　11月１日（水）から11月８日（水）まで「ブックインとっとり2023」が開催されます。全国から約300点、山
陰地方から約100点、第36回地方出版文化功労賞の受賞および最終ノミネート作品13点など、全国各地の優秀な出
版物が市民図書館に集まり、館内に展示されます。どうぞご来館し、手に取ってご覧ください。
　また、昨年に引き続き、10月28日（土）29日（日）にはハロウィンイベント、読書週間期間中絵本の読み聞かせや、
以下のイベントも企画しています。どうぞお越しください。

オンライン国際交流ライブラリー講演会演会

【バルーンアート作り】

▼と　き　10月29日（日）　午前10時～正午

▼ところ　コワーキングルーム

▼講　師　山岡睦美氏

▼定　員　先着12人（要申し込み）

▼参加費　200円

市報さかいみなと　26



－境港市の人口－
　　男　：15,799人（△８）
　　　女　：16,947人（△ 17）
　　合　計：32,746人（△ 25）
　　世帯数：15,473世帯（△2）
　※令和5年 8月末現在（）内は前月比
　※数値は外国人住民を含みます
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市 民 憲 章

防災行政無線が聞き取りにくいときは

　　テレフォンサービスをご利用ください！

☎０１２０－４４５－０４０
　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル）

～市の花・市の木～

きく くろまつ

相談内容 と　き ところ・問い合わせ先

人　権　相　談 １０月１２日（木）
１１月　９日（木） 13：00～ 16：00

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取地方法務局米子支局
　☎２２－６１６１

行　政　相　談 １０月１３日（金）
１１月１０日（金） 13：30～ 15：30

老人福祉センター（浜の里）
（問）鳥取行政監視
　　行政相談センター
☎０８５７－２４－５５４１

法　律　相　談
（司法書士による）

１０月１１日（水）
１１月　８日（水） 13：30～ 15：00

老人福祉センター（浜の里）
（問）社会福祉協議会
　☎４５－６１１６
※法律相談は予約が必
　要です（初回優先）

法　律　相　談
（弁護士による）

１０月　６日（金）
１０月２０日（金）
１１月１０日（金）

13：30～ 15：30

福　祉　相　談 随時相談受付  8：30～ 17：00

法　律　相　談
（相続、不動産、
多重債務など）

１０月１１日（水） 14：00～ 16：00

米子コンベンションセンター
（問）鳥取県司法書士会
☎０８５７－２４－７０２４
※要予約

多重債務・法律
相  談  会 １０月１９日（木） 13：30～ 15：00

米子コンベンションセンター
（問）市消費生活相談室
　☎４７－１１０６
※要予約

相続・遺言相談 １０月１０日（火）
１１月１４日（火） 10：30～ 12：30

老人福祉センター ( 浜の里 )
（問）鳥取県行政書士会
☎０８５７－２４－２７４４
※要予約

家庭児童相談 月～金曜日  8：30～ 17：15 子育て支援課育児支援係　☎４７－１０７７

青少年相談 月～金曜日  8：30～ 17：00 青少年育成センター　☎５７－５６７７

こころの相談
カウンセリング １０月３０日（月） 13：00～ 15：00

健康づくり推進課
地域保健係
☎４７－１０４３※要予約

Ｄ　Ｖ　相　談

◇鳥取県西部総合事務所　地域福祉課　☎３１－９３０４
　受付時間：月～金曜日8：30～ 17：15※緊急の場合にも対応
◇夜間休日電話相談窓口　☎０８５８－２６－９８０７
受付時間：夜間（毎日17：15～ 8：30）、土日祝（8：30～ 17：15）

年金ダイヤル

ねんきんダイヤル（一般的な年金相談）
　☎０５７０－０５－１１６５
（月曜日8：30～ 19：00、 火～金曜日8：30～ 17：15、
  第２土曜日9：30～ 16：00）
予約受付専用電話（来訪相談のご予約）
　☎０５７０－０５－４８９０　（月～金曜日8：30～ 17：15）

（祝日は除く）くらしの相談日くらしの相談日

と　き 催事名 ところ 時　間 問い合わせ先 入場料・参加費

10月９日（月・祝） 小川智也・高木伶マリンバ＆ピアノデュオコンサート 文化ホール 14:00 ～ 16:00 境港市文化振興財団☎44－ 1000
1000円

（当日1500円）

10月 19日（木）
シンフォニー・アナログ・レコード鑑賞会
「岩崎宏美 / ファンタジー」「オフコー
ス / セレクション1973-78」

文化ホール 14:00 ～ 16:00 境港市文化振興財団☎44－ 1000 無　料

10月 28日（土） 1サロンコンサート「さかいみなと弦楽アンサンブル」 文化ホール 14:00 ～ 15:30 境港市文化振興財団☎44－ 1000 無　料

10月 29日（日） みなとまちマーケット 海とくらし
の史料館 10:00 ～ 15:00 海とくらしの史料館    ☎ 44－ 2000 マーケット入場無料

11月 3日（金・祝）
4日（土） てぬぐいひらひら 海とくらし

の史料館
9:30～ 17:00
（最終受付16：30）

海とくらしの史料館    
☎ 44－ 2000 無　料

文化 施 設 催し 物 スケ ジュール文化 施 設 催し 物 スケ ジュール

27　令和５年10月



FAX

よくある定型的なお問い合わせに、ＡＩ（人工知能）チャットボットがお答えします。
　インターネット上でのお問い合わせに対し、あらかじめ登録した回答を自動的に表示します。
　少しずつ回答できる質問が増えていくよう学習していきますので、こちらもお試しください。

今月の

げんきちゃん
みんな 元気い

っぱい

すくすく育っ
てね☆

市ホームページの応募フォーム
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市役所へのお問い合わせは…
　市役所のどこへ問い合わせたらよいかわからない場合、
お気軽に下記の連絡先にご連絡ください。
　ご用件をお伺いし、担当部署へおつなぎします。
代表電話番号
　☎０８５９－４４－２１１１
代表ファクシミリ番号
　　０８５９－４４－３００１
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窓口キャッシュレス決済始めました！
　住民票の写し、所得証明書など、各種証明書の交付手数料の
お支払いに、キャッシュレス決済が利用できます。

▼利用できる窓口　◇市民課　◇税務課　◇収税課

▼利用できるキャッシュレス決済の種類
◇クレジットカード（VISA、JCB　など）
◇電子マネー（iD、楽天Edy、WAON　など）
◇QRコード（楽天ペイ、ｄ払い　など） 詳細はこちら 市ホームページ

　スルメイカはシマメイカとも呼ばれ、境港で最もポピ
ュラーなイカです。いかつり漁業によって、春と秋～冬
にかけて多く漁獲されます。
　弾力のある身はコリコリとしていて、刺身としての歯
ごたえが抜群です。その他、焼き・煮つけ・天ぷらなど、
幅広い料理に大活躍してくれます。
　スルメイカは栄養価も高く、高たんぱく・低脂質なの
で、筋肉をつけたい人やダイエットにもおすすめです。
また、特に疲労回復によい「タウリン」が他の魚の2
倍以上含まれています。スルメイカを食べて夏の疲れを
リセットしましょう。
今回は、スルメイカを使った定番料理である「いかめし」
を紹介します。
【作り方】
①もち米は研いだあと、４～５時間水に浸しておく。
②スルメイカは足、わたを抜いて胴の中をきれいに洗う。
③もち米はザルにあげ、水気をきる。スルメイカに詰め、
　爪楊枝でとめる。
④鍋に③と☆の調味料を入れ、落としぶたをして３０分
　程度、調味料が半分ぐらいになるまで炊く。
⑤仕上げに一度煮立ててできあがり。食べやすい大きさ
　に切り、器に盛りつける。

水産商工課☎ 47－ 1055  FAX 44－ 7957

59お さ か な レ シ ピお さ か な レ シ ピ

□材料（２人分）
◇もち米　　　 　１合
◇スルメイカ　　 ８杯
　（小ぶりなもの）

☆調味料
◇かつお出汁　300cc
◇酒　　　　　100cc
◇醤油　　　　100cc
◇みりん　　　100cc
◇砂糖　 大さじ４～５
◇たまり醤油　　少々

ス ル メ イ カ の い か め し

堀
ほった

田　ひな ちゃん
（令和2年7月21日生）（上道町）

≪お子さんへのメッセージ≫ 

これからも家族4人で楽しく
過ごそうね！

渡
わたなべあい

邉藍ちゃん（平成30年1月19日生）
　　和

のどか
ちゃん（令和2年12月11日生）

≪お子さんへのメッセージ≫　（夕日ヶ丘2丁目）
いつもありがとう！
これからも仲良し姉妹でいてね♪


